
『
五
百
重
波
』
と
そ
の
歌
人

白
越

方
　
　
　
　
　
勝

智
　
　
文
　
　
明

　
　
（
国
文
学
研
究
室
）

　
『
五
百
重
波
』
は
、
本
間
游
清
編
の
歌
集
で
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
、
も
し
く
は
そ
れ
以
後
間
も

な
く
の
板
行
で
あ
ろ
う
。
游
清
ら
の
歌
五
百
首
余
り
を
収
録
し
た
と
こ
ろ
が
ら
の
命
名
で
あ
る
。
編
集
、

刊
行
の
経
緯
は
「
叙
」
に
詳
し
い
。
そ
の
「
叙
」
冒
頭
の
「
つ
か
へ
ま
ゐ
ら
す
女
君
」
は
、
伊
予
吉
田

藩
主
村
芳
夫
人
満
喜
子
で
、
游
清
は
江
戸
詰
の
藩
医
と
し
て
仕
え
、
満
喜
子
の
和
歌
の
師
を
も
勤
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
満
喜
子
に
は
歌
集
『
袖
の
香
』
一
巻
が
あ
る
。
游
清
の
人
柄
や
業
績
に
つ
い
て
は
、

先
に
『
み
玉
と
川
』
上
下
二
冊
（
愛
媛
大
学
文
学
叢
書
5
6
）
を
刊
行
し
た
際
、
そ
の
末
尾
に
添
え
た
山

本
信
哉
氏
の
講
演
記
録
「
誤
ら
れ
た
る
本
間
游
清
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
游
清
の
歌
は
還
暦
祝
賀
歌
集

『
も
と
か
し
は
』
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
歌
が
残
っ
て
い
る
。

　
『
五
百
重
波
』
に
名
を
連
ね
た
歌
人
は
、
巻
末
に
「
作
者
三
十
五
人
姓
名
」
が
あ
り
、
游
清
と
そ
の

周
辺
の
人
た
ち
で
あ
る
。
游
清
か
ら
す
れ
ば
「
友
と
ち
の
歌
」
人
た
ち
で
あ
り
、
主
と
し
て
春
海
門
と

い
う
関
係
に
あ
る
。
『
み
玉
と
川
』
に
は
上
巻
六
一
・
一
六
一
・
一
七
八
・
一
八
一
・
一
八
三
、
下
巻
五
・

一
五
・
三
四
・
四
三
・
六
六
・
九
三
・
九
六
・
一
二
一
二
二
六
・
二
三
二
の
各
誌
に
同
じ
人
々
の
歌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
清
渓
・
正
臣
上
六
七
、
下
一
五
六
、
光
世
上
六
八
、
念
書
楼
・
与
清
上

一
五
〇
・
下
一
八
八
・
二
三
二
・
二
三
四
、
躬
絃
下
一
〇
五
、
の
記
事
が
あ
る
。

　
次
に
『
近
世
人
名
録
集
成
』
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
↓
等
等
手
元
に
あ
る
資
料

で
分
か
る
範
囲
で
簡
単
に
そ
の
経
歴
を
記
し
て
お
く
。
資
料
名
は
初
出
以
後
略
称
す
る
。

○
清
水
濱
臣
　
露
営
、
藤
原
氏
、
面
々
舎
ト
号
ス
、
玄
長
ト
称
ス
、
江
戸
ノ
人
ナ
リ
、
春
海
二
学
テ
教

　
授
シ
テ
業
ト
ス
、
殊
二
博
沿
ヲ
以
テ
称
セ
ラ
ル
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
閏
八
月
十
七
日
残
ス
、

　
歳
四
十
九
、
コ
ノ
人
モ
シ
世
ヲ
長
フ
セ
一
帯
道
二
二
子
リ
、
勝
テ
数
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
惜
哉
、
著
述
、

　
杉
田
ノ
日
記
、
月
詣
ノ
和
歌
集
標
注
、
荷
田
東
満
寄
合
、
源
氏
名
寄
当
今
、
国
々
筆
話
、
濱
臣
家
集
、

　
コ
ノ
外
校
正
シ
テ
上
木
ス
ル
者
ハ
数
種
ア
レ
ト
モ
自
著
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
コ
レ
ヲ
省
ク
（
続
諸
家
人
物

　
志
）
〔
国
学
者
伝
記
集
成
〕
〔
松
屋
叢
話
〕
参
照
。

○
堂
勢
子
　
村
田
多
勢
、
多
勢
子
ト
称
ス
、
春
海
ノ
女
（
養
女
）
ナ
リ
、
家
翁
二
学
テ
和
寄
ヲ
ヨ
ク
ス
、

　
コ
レ
ラ
以
テ
教
授
シ
業
ト
ス
、
和
寄
集
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
（
続
諸
家
人
物
志
）
八
丁
堀
地
蔵
橋
に
住
む
。
（
諸

　
家
人
名
録
）
『
篠
舎
漫
筆
』
に
尼
に
な
り
た
る
多
勢
子
を
訪
う
記
事
あ
り
。

0
光
学
　
豊
前
小
倉
ノ
藩
士
、
京
邸
ノ
留
主
居
ヲ
勉
ム
、
通
称
荘
（
庄
）
兵
衛
、
春
海
門
申
入
テ
詠
寄

　
ヲ
修
シ
、
古
学
ヲ
研
究
ス
、
家
集
ア
リ
、
世
二
流
布
ス
（
古
今
墨
跡
出
定
便
覧
）
梨
園
・
福
堂
と
号

　
す
。
天
保
三
年
（
一
八
三
一
）
二
月
六
日
没
。
五
十
八
歳
頃

○
立
綱
（
リ
ュ
ウ
コ
ウ
）
　
大
寂
庵
、
江
戸
（
鰻
玉
集
）
端
綱
は
大
雨
庵
と
号
す
、
近
江
の
人
に
し
て

　
江
戸
に
住
す
、
僧
海
量
の
門
に
入
り
て
学
ぶ
、
頗
る
博
学
な
り
〔
集
成
〕
旅
の
僧
で
、
深
川
の
草
庵

　
で
没
し
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
一
日
、
六
十
二
歳
。
随
筆
『
華
の
跡
』
あ
り
。
（
森
銑
三

　
著
作
集
二
）

○
定
時
　
江
戸
（
偽
書
集
・
国
学
人
物
志
）

○
躬
絃
（
ミ
ツ
ル
）
　
江
戸
ノ
人
ナ
リ
、
医
ヲ
以
テ
業
ト
ス
、
千
蔭
春
海
ノ
輩
張
交
リ
テ
古
学
ヲ
修
ス
、

　
初
メ
加
茂
季
鷹
翁
ノ
門
二
型
テ
詠
寄
ヲ
研
究
ス
、
後
一
家
ヲ
ナ
シ
テ
其
名
大
イ
ニ
震
フ
、
既
二
万
葉

　
集
略
解
作
者
ノ
一
人
ナ
リ
（
古
今
墨
跡
）
姓
は
源
、
安
田
氏
、
通
称
一
庵
、
江
戸
人
、
医
ヲ
業
ト
ス
、

　
初
メ
和
寄
ヲ
季
鷹
二
学
ヒ
、
後
国
学
共
二
大
二
進
ミ
、
一
家
ヲ
ナ
ス
（
本
朝
古
今
新
増
書
画
便
覧
）

　
号
黒
本
（
ナ
ツ
メ
ガ
モ
ト
）
、
称
一
庵
、
文
化
十
三
年
正
月
五
日
（
没
）
寺
丁
凝
然
寺
（
江
都
寝
酒

　
家
墓
所
一
覧
）
〔
集
成
〕

○
千
幹
　
江
戸
ノ
人
、
初
清
原
雄
風
二
従
ヒ
テ
学
シ
ニ
、
雄
風
ノ
日
、
汝
ノ
才
気
我
門
二
在
ニ
ア
ラ
ス
、

　
橘
千
蔭
ヲ
以
テ
師
ト
ス
ヘ
シ
ト
、
愛
二
其
意
二
従
ヒ
千
蔭
ノ
門
陥
入
テ
修
学
シ
、
終
二
一
家
ヲ
ナ
ス

　
（
古
今
墨
跡
）
国
学
、
千
幹
、
一
号
蔓
庵
、
字
長
秀
、
横
山
同
朋
町
正
木
千
幹
（
江
戸
当
時
人
名
録
）

1

愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
・
社
会
科
学
　
第
二
十
七
巻
　
第
二
号
　
一
～
一
二
　
一
九
九
五



白
方
　
勝
・
越
智
文
明

「
著
述
は
〔
集
成
〕

○
寛
光
　
江
戸
ノ
人
ナ
リ
、
通
称
周
助
、
藤
原
氏
、
頻
二
修
学
シ
、
終
二
一
家
ヲ
ナ
シ
、
門
二
入
テ
教

　
ヲ
受
ル
ノ
徒
多
シ
（
古
今
墨
跡
）
国
学
、
寛
光
、
一
号
郁
子
園
（
ム
ベ
ゾ
ノ
）
、
単
葉
満
（
カ
ツ
ラ
マ

　
ロ
）
、
又
蔦
垣
内
（
ツ
タ
ノ
カ
キ
ツ
）
、
江
戸
人
、
神
田
松
永
町
大
通
裏
手
（
江
戸
当
時
諸
家
人
名
録
）

　
江
戸
佐
久
間
町
の
里
正
に
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
正
月
十
五
日
差
。
（
名
人
忌
辰
録
）
織
塞
翁

　
の
晩
年
の
門
人
な
り
。
い
み
じ
ぎ
歌
人
に
て
、
年
は
や
う
や
く
三
十
に
ふ
た
つ
み
つ
こ
え
ぬ
れ
ど
、

　
其
よ
め
る
長
歌
短
歌
、
一
万
首
に
余
れ
る
が
、
と
り
ぐ
に
幽
玄
な
ら
ざ
る
は
な
し
（
擁
書
漫
録
二
二

　
の
八
）
著
述
等
は
〔
集
成
〕

○
田
鶴
子
　
江
戸
、
廣
岡
登
妻
（
国
学
人
物
志
）

0
長
英
　
江
戸
、
遠
江
人
（
国
学
人
物
志
）
遠
江
掛
川
駅
、
住
江
戸
（
鰻
玉
無
）

○
真
澄
　
国
学
　
月
櫻
、
名
真
澄
、
字
隣
、
称
美
毛
彫
麿
、
会
日
三
八
、
葛
飾
小
梅
村
（
当
時
現
在
広

　
益
諸
家
人
名
録
）
三
千
卸
量
従
ヒ
、
歌
ヨ
ミ
、
モ
ノ
書
コ
ト
ヲ
マ
ナ
パ
レ
、
手
跡
モ
歌
モ
世
ニ
ユ
ル

　
サ
レ
シ
人
ナ
リ
（
古
学
小
伝
）
歌
集
に
『
玉
藻
集
』
『
青
藍
集
』
あ
り
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
二

　
月
十
九
日
没
。
「
見
ぬ
世
の
友
」
参
照
。
著
述
は
〔
集
成
〕
〔
国
書
〕

○
安
寛
　
　
（
な
し
）

○
正
殻
　
字
伯
率
、
通
称
院
太
郎
、
号
龍
泉
、
（
森
銑
三
1
2
）

0
垂
雪
（
ナ
ガ
カ
ド
）
　
聞
人
国
学
、
竹
庵
、
本
身
町
一
町
目
（
諸
家
人
名
録
）
春
海
門
、
和
歌
を
能

　
く
し
、
筆
蹟
に
巧
な
り
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
没
。
四
十
六
歳
。
〔
集
成
〕
御
筆
屋
務
廉
、
『
五

　
山
堂
詩
話
』
に
漢
詩
を
載
せ
る
。
（
森
銑
三
7
）

○
千
引
　
江
戸
ノ
人
也
、
千
蔭
門
ニ
シ
テ
修
学
シ
、
頻
早
臥
風
ヲ
唱
フ
、
徒
ヲ
延
テ
教
示
ス
（
古
今
墨

　
跡
堕
定
便
覧
）
江
戸
ノ
人
、
和
学
並
二
再
ヲ
以
称
セ
ラ
ル
、
学
ハ
物
語
フ
ミ
ニ
ク
ハ
シ
ク
有
職
二
通

　
ス
、
三
訂
千
蔭
翁
ニ
マ
ナ
ヒ
テ
都
下
二
名
ア
リ
（
書
画
善
趣
）
字
道
和
、
通
称
純
蔵
・
伝
兵
衛
・
源

　
太
左
衛
門
、
号
星
鷹
・
草
々
舎
・
野
々
舎
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
没
、
六
十
五
歳
。
「
古
学
小
伝
」

　
に
詳
し
。
著
述
等
は
〔
集
成
〕
〔
国
書
〕

○
正
臣
名
ハ
正
臣
、
字
ハ
欽
若
、
清
渓
ト
号
ス
、
京
ノ
人
、
家
世
大
炊
御
門
藤
公
二
仕
フ
、
従
四
位

　
下
二
叙
シ
、
近
江
守
二
任
ス
、
少
年
ヨ
リ
国
学
二
志
シ
、
歴
代
ノ
制
度
二
精
シ
、
又
和
寄
ヲ
ヨ
ク
ス
、

　
晩
年
江
戸
二
遊
テ
、
文
政
六
年
九
月
十
四
日
ヲ
以
テ
客
旅
中
二
卒
ス
、
歳
七
十
（
続
諸
家
人
物
志
）

　
山
本
清
渓
は
大
炊
御
門
の
諸
大
夫
に
て
、
衣
紋
の
事
に
委
し
、
家
を
ば
子
に
譲
り
て
退
隠
し
、
江
戸

　
に
来
り
、
歌
を
も
て
業
と
す
。
江
戸
に
来
り
し
は
当
年
を
さ
る
事
二
十
年
前
也
（
み
瓦
と
川
）
予
が

　
実
父
は
橋
本
大
和
守
と
い
ひ
て
、
予
は
同
僚
の
山
本
氏
へ
養
子
と
な
り
た
る
也
（
み
x
と
川
）
　
『
清

　
漢
遺
稿
』
『
清
漢
集
』
そ
の
他
〔
集
成
〕
〔
松
屋
叢
話
〕

○
定
良
　
木
村
俊
蔵
。
江
戸
ノ
人
ナ
リ
、
千
蔭
春
海
ノ
輩
ト
交
り
テ
修
シ
、
大
イ
一
一
進
シ
テ
徒
ヲ
教
示

　
ス
、
草
野
集
ヲ
著
ハ
シ
テ
世
二
益
ア
リ
（
古
今
墨
跡
堕
定
便
覧
）
橿
園
と
号
し
、
本
郷
森
川
宿
に
住

　
む
。
通
称
駿
蔵
、
字
駿
卿
、
幕
府
御
先
手
与
力
を
勤
む
。
和
歌
に
堪
能
。
弘
化
三
年
（
一
入
四
六
）

　
没
。
〔
集
成
〕

○
幹
之
　
杉
本
善
兵
衛
、
江
戸
（
国
学
人
物
志
）

○
定
治
　
森
定
治
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
・
飴
玉
集
）

○
彦
麿
　
斎
藤
可
怜
　
国
学
、
彦
麻
呂
　
号
葦
之
仮
庵
、
浜
田
侯
藩
、
築
地
、
斎
藤
嘉
齢
（
江
戸
当
時

　
諸
家
人
名
録
）
通
称
庄
九
郎
、
小
太
郎
、
彦
六
郎
、
号
宮
川
舎
、
安
政
六
年
（
　
八
五
九
）
三
月
十
．

　
二
日
没
年
譜
・
著
述
は
〔
集
成
〕
本
居
宣
長
が
門
人
に
て
、
学
の
道
に
す
ぐ
れ
歌
に
文
に
世
に
し
ら

　
れ
た
り
（
擁
書
漫
筆
三
の
廿
一
）

○
与
清
　
国
学
、
松
屋
、
名
与
清
、
字
文
儒
、
神
田
通
船
屋
敷
、
高
田
正
次
郎
（
諸
家
人
名
録
）
存
知

　
非
斎
、
会
日
四
八
、
神
田
花
房
町
、
小
山
田
将
曹
（
広
益
諸
家
人
名
録
）
江
戸
ノ
人
也
、
初
通
称
高

　
田
正
次
郎
、
後
小
山
田
軍
曹
卜
改
ム
、
字
文
儒
、
頻
り
ニ
古
学
ヲ
研
究
シ
テ
大
イ
ニ
毒
口
鳴
ル
、
家

　
日
数
万
巻
ノ
書
ヲ
蔵
シ
一
、
7
博
覧
多
通
ナ
リ
、
著
書
多
シ
、
号
ヲ
席
書
倉
ト
云
、
弘
化
四
年
（
一
八
四

　
七
）
三
月
廿
五
日
残
ス
、
年
六
十
五
（
古
今
墨
跡
竪
定
便
覧
）
著
述
等
は
」
『
早
書
漫
筆
』
ほ
か
多
数

　
〔
集
成
〕

○
千
枝
子
　
『
松
屋
叢
話
』
に
千
枝
子
の
う
た
を
春
海
が
褒
め
た
話
が
あ
る
。

○
由
豆
流
　
国
学
、
佐
園
（
ヤ
マ
ブ
キ
）
、
名
由
豆
流
、
字
大
隅
、
又
号
尚
古
鯉
濃
園
、
、
花
街
一
丁
目
、

　
岸
本
讃
岐
（
諸
家
人
名
録
）
岸
本
弓
絃
、
平
氏
、
江
戸
ノ
人
、
通
称
大
隅
佐
沼
ト
号
ス
、
博
学
掩
通

　
ニ
シ
テ
、
著
述
ヲ
専
門
ト
ス
、
世
才
益
有
ル
甚
多
シ
、
詠
歌
又
精
巧
タ
リ
、
名
声
籍
甚
シ
、
弘
化
三

　
年
（
一
八
四
六
）
五
月
十
七
日
褒
ス
、
年
五
十
八
、
江
戸
林
泉
院
二
念
ム
ル
（
古
今
墨
跡
認
定
便
覧
）

　
春
海
晩
年
の
門
人
。
著
述
等
は
〔
集
成
〕
〔
擁
書
漫
筆
二
の
当
今
）

○
美
雅
　
小
島
半
七
（
国
学
人
物
志
）

○
千
囲
　
江
戸
、
一
柳
千
古
（
国
学
人
物
志
）
国
学
、
豫
山
、
名
千
古
、
字
萬
、
導
燈
辻
堂
、
一
柳
千

　
古
（
諸
家
人
名
録
）
江
戸
八
町
堀
二
二
ス
、
字
萬
、
豫
山
ト
号
ス
、
又
章
堂
ト
云
、
千
蔭
門
ニ
シ
テ

　
最
モ
詠
歌
ヲ
ヨ
ク
シ
、
又
文
章
を
以
テ
専
ラ
ト
ス
、
文
政
年
季
ス
（
古
今
墨
跡
堕
定
便
覧
）
〔
集
成
〕

0
正
路
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
）

○
長
言
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
）

○
定
保
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
・
鰻
玉
集
）

○
景
寛
　
江
戸
ノ
人
、
通
称
仁
左
衛
門
、
歌
学
ヲ
以
テ
専
門
ト
シ
テ
時
二
称
ス
（
古
今
墨
跡
）
〔
集
成
〕

　
軍
太
と
称
し
た
（
森
銑
三
7
）

○
貞
仲
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
）

○
承
　
　
江
戸
（
国
学
人
物
志
）

0
八
穂
　
江
戸
ノ
人
ナ
リ
、
通
称
伊
十
郎
、
千
蔭
春
海
ノ
諸
友
ト
交
り
テ
、
頻
り
ニ
唱
フ
、
従
ヒ
学
フ

　
モ
ノ
多
シ
（
古
今
墨
跡
）
著
述
は
〔
集
成
〕

2



○
野
洲
良
（
ヤ
ス
ラ
）
　
関
岡
安
良
、
江
戸
ノ
人
受
、
通
称
長
右
エ
門
、
歌
学
ヲ
以
テ
時
二
賞
誉
ス
（
古

　
今
墨
跡
）
国
学
、
名
安
良
、
艶
艶
亭
、
又
花
月
斎
、
江
戸
ノ
人
、
国
学
ヲ
コ
ノ
ン
テ
名
ア
リ
、
富
沢

　
町
、
関
岡
長
門
（
書
画
寒
雲
）
歌
・
地
理
学
に
詳
し
い
（
古
学
）
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
一
月

　
二
十
五
日
没
。
六
十
一
歳
。
著
述
等
は
〔
集
成
〕

○
芳
香
　
江
戸
ノ
人
、
初
春
郷
（
春
海
兄
）
．
二
学
ヒ
後
春
海
二
就
テ
修
学
ス
（
古
今
墨
跡
）
薩
摩
侯

　
家
臣
（
森
銑
三
7
）

○
游
清
　
和
歌
、
遊
清
、
名
遊
清
、
三
九
江
、
吉
田
藩
、
南
八
丁
堀
（
広
益
諸
家
人
名
録
）
無
医
歌
学
、

　
九
江
、
名
游
清
、
魚
心
龍
、
一
号
眠
雲
、
会
日
ニ
ノ
日
（
同
）
よ
み
歌
の
外
に
過
れ
し
龍
学
は
し
る

　
人
そ
し
る
是
ぞ
た
ふ
と
し
、
大
極
上
々
吉
千
年
、
（
肖
像
）
南
八
丁
堀
（
江
戸
文
人
寿
命
附
）
江
戸
二

　
住
ス
、
伊
予
吉
田
侯
ノ
藩
医
、
歌
学
ヲ
修
シ
テ
、
時
二
称
セ
ラ
ル
、
弘
化
中
残
ス
（
古
今
墨
跡
）
嘉

　
永
三
年
八
月
十
六
日
没
、
七
十
四
歳
。
〔
集
成
〕
は
本
間
百
里
と
混
同
。

　
以
下
の
翻
刻
は
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
を
用
い
、
越
智
が
原
稿
を
作
成
し
、
白
方
が
校
正
し
た
。

翻
刻
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
大
阪
府
立
図
書
館
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
異
体
字
・
特
殊
な
漢
字

は
現
行
の
漢
字
に
改
め
た
。
な
お
紙
数
の
都
合
で
、
歌
題
・
歌
・
作
者
名
の
順
で
一
行
と
し
た
。

『
五
百
重
波
』

五
百
重
波
叙

つ
か
へ
ま
ゐ
ら
す
女
君
、
和
歌
を
こ
の
ま
せ
給
ふ
こ
と
こ
よ
な
く
お
は
し
ま
し
け
り
。
花
ほ
と
融
き

す
月
雪
の
を
り
は
さ
ら
也
、
雨
そ
ほ
ふ
る
夕
ま
く
れ
卓
立
み
た
る
瓦
朝
ほ
ら
け
に
も
お
ん
ま
へ
近
く

め
し
て
、
み
Σ
つ
か
ら
も
口
す
さ
ひ
、
お
の
れ
に
も
よ
ま
し
め
給
ふ
こ
と
十
歳
に
な
む
鯨
れ
り
け
る
。

年
あ
ら
た
ま
り
て
は
は
や
く
六
歳
は
か
り
や
過
ぬ
ら
む
、
濱
臣
ぬ
し
堂
勢
子
と
し
光
彪
ぬ
し
た
ち
の

は
し
か
き
を
そ
へ
て
お
の
か
歌
一
巻
を
書
て
奉
．
り
し
こ
と
あ
り
き
。
今
年
は
お
の
か
歌
に
友
と
ち
の

歌
を
く
は
へ
て
書
て
奉
れ
、
か
く
こ
も
り
て
の
み
月
日
を
過
す
身
に
地
中
の
有
さ
ま
を
も
見
、
か
つ

は
み
や
ひ
人
た
ち
の
心
々
を
も
し
ら
は
や
と
お
ほ
せ
言
埋
け
り
。
そ
も
く
お
の
か
心
し
り
の
人
々

世
に
お
ほ
し
と
い
へ
と
も
、
よ
め
る
歌
を
は
さ
の
み
お
ほ
く
も
書
と
玉
め
ね
は
、
い
か
即
せ
ま
し
と

と
さ
ま
か
う
さ
ま
お
も
ひ
た
ゆ
た
ひ
し
か
と
も
、
ま
め
な
る
お
ほ
せ
言
の
か
し
こ
さ
に
、
あ
な
が
ち

に
も
え
い
な
み
奉
り
か
た
く
て
、
年
ご
ろ
耳
の
底
に
聞
た
も
ち
た
る
限
り
を
お
ろ
く
し
る
し
集
め

て
御
ら
ん
せ
さ
せ
た
れ
は
、
い
と
い
た
う
喜
ば
せ
給
ひ
て
、
お
な
し
く
は
板
に
ゑ
り
て
奉
れ
、
近
く

さ
ふ
ら
ふ
女
と
ち
に
も
賜
は
せ
む
と
す
る
に
、
筆
よ
り
筆
に
う
つ
さ
む
に
は
誤
も
い
と
お
ほ
か
る
へ

く
、
は
た
い
た
つ
か
は
し
き
わ
さ
ぞ
か
し
と
ね
も
こ
ろ
に
か
さ
ね
て
お
ほ
せ
た
う
ひ
け
れ
は
、
や
か

て
耕
文
堂
の
あ
る
し
に
あ
つ
ら
へ
て
か
く
桜
木
に
は
匂
は
せ
た
る
に
な
む
。
も
と
よ
り
歌
の
よ
し
あ

し
え
り
と
x
の
へ
む
身
に
も
あ
ら
す
。
た
x
有
か
ま
玉
を
も
の
し
つ
れ
は
、
歌
ぬ
し
の
心
に
よ
し
と

思
は
れ
し
も
も
れ
、
あ
し
と
思
は
る
玉
も
入
た
る
へ
し
。
ま
た
忌
数
の
多
き
あ
り
、
少
き
あ
り
、
是

は
た
こ
と
さ
ら
に
ご
ひ
求
め
さ
る
か
故
な
れ
は
、
み
た
ま
は
む
人
た
ち
し
と
け
な
き
お
の
か
し
わ
さ

を
な
と
か
め
給
ひ
そ
も

　
　
文
政
二
年
き
さ
ら
き
十
日
は
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
三
舎
の
あ
る
し
本
間
游
清
　
し
る
す

五
百
重
波
↓
巻
　
　
春
部

立
　
　
春
　
さ
ら
て
た
に
の
と
け
き
春
を
君
か
代
の
た
ひ
ら
の
宮
に
む
か
へ
っ
る
か
な
　
　
濱
　
臣

　
　
　
　
　
馴
れ
に
け
る
歳
の
別
を
を
し
む
ま
に
う
ひ
く
し
く
も
来
た
る
春
か
な
　
　
　
　
堂
勢
子

　
　
　
　
　
な
や
ら
ふ
と
身
に
と
り
そ
へ
し
太
刀
の
緒
も
ま
た
解
あ
へ
す
春
は
来
に
け
り
　
光

元
日
立
春
　
先
た
玉
す
お
く
れ
す
春
の
ぞ
ひ
来
れ
ば
む
つ
ま
し
月
と
い
ふ
に
や
有
ら
む
　
　
游

庭
々
立
春
　
花
鳥
の
お
の
つ
か
ら
な
る
暦
に
や
野
守
山
守
春
を
し
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
濱

春
立
け
る
あ
し
た
　
あ
た
ら
し
き
春
に
と
は
れ
て
門
の
戸
を
顧
れ
は
や
か
て
さ
す
日
影
か
な
立

は
る
の
は
し
め
に
　
何
と
な
く
い
ふ
言
の
葉
も
春
め
く
は
こ
x
ろ
の
た
ね
や
花
も
よ
ひ
す
る
濱

早
春
山
む
さ
し
野
の
若
な
つ
む
日
は
ち
x
、
ふ
ね
の
を
嶺
そ
遠
く
霞
そ
め
た
る

　
　
　
　
　
を
り
く
は
ま
た
し
ら
雪
も
ふ
る
衣
き
な
ら
の
山
の
春
の
こ
の
こ
ろ

早
春
水

瀧
音
知
春

春
色
浮
水

賭
　
　
弓

白
馬
節
会

子
　
　
日

山
中
春
望

海
．
三
皇

野
外
朝
霞

公
案
鶯

朝
聞
鶯

鶯
雨
後
黒

竹
裡
鶯

春
長
点
客

春
立
て
氷
な
が
る
x
水
の
う
へ
に
ま
つ
ゆ
く
も
の
は
こ
」
ろ
也
け
り

山
姫
の
衣
の
瀧
の
お
と
す
な
り
た
も
と
ゆ
た
か
に
春
や
た
つ
ら
む

雪
も
き
え
氷
も
今
朝
は
流
れ
江
の
波
ま
に
か
す
む
春
の
山
の
端

大
庭
に
鷲
と
鷹
と
の
か
た
わ
け
て
み
こ
と
ま
つ
也
い
て
の
も
ろ
人

は
た
ち
あ
ま
り
ひ
と
つ
の
馬
も
引
過
ぬ
今
や
み
か
と
に
み
き
賜
ふ
ら
ん

ふ
る
草
に
に
ひ
草
ま
し
る
野
へ
に
い
て
x
老
も
若
き
も
ひ
く
小
松
か
な

は
つ
春
の
初
子
の
小
松
ひ
き
に
と
て
や
か
て
よ
は
ひ
を
の
へ
に
来
に
け
り

山
分
て
か
す
む
を
の
へ
の
瀧
み
れ
は
画
に
も
声
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ

い
さ
り
す
る
蛋
な
ら
な
く
に
さ
ほ
姫
の
霞
の
袖
の
し
ほ
な
る
玉
哉

朝
な
つ
む
う
な
ゐ
の
か
た
み
め
も
は
る
に
霞
た
な
ひ
く
む
さ
し
の
」
原

世
中
の
花
に
ご
x
ろ
や
ち
ら
さ
ら
む
雪
の
ふ
る
巣
に
籠
る
う
く
ひ
す

あ
ら
玉
か
に
朝
戸
な
あ
け
そ
う
く
ひ
す
の
か
た
ら
ひ
な
る
鼠
は
し
め
也
け
り

梅
か
Σ
は
挟
に
し
め
つ
う
く
ひ
す
の
声
の
匂
ひ
よ
い
か
に
し
て
ま
し

春
来
ぬ
と
鳴
か
は
せ
と
も
う
く
ひ
す
に
先
た
つ
鳥
の
あ
ら
は
こ
そ
あ
ら
め

春
雨
の
は
れ
て
の
玉
ち
そ
う
く
ひ
す
は
梅
の
花
か
さ
ぎ
て
を
鳴
な
る

呉
竹
の
う
き
よ
の
中
に
う
く
ひ
す
の
う
れ
し
き
ふ
し
も
か
つ
ご
も
り
け
り

松
な
ら
て
野
へ
に
ひ
か
る
Σ
鶯
の
こ
ゑ
に
は
日
を
も
か
き
ら
さ
り
け
り

躬游
定

彪
清臣

綱
臣

絃
清時

堂
世
子

千光
寛濱

定千

幹彪光臣時
幹

堂
世
子

田
鶴
子

濱
　
臣

光
　
彪

堂
世
子

游
　
清

濱
　
臣

定
　
時

千
　
幹
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白
　
方
　
　
勝
　
　
越
　
智
　
文
　
明

野
近
刊
鶯

舟
中
聞
鶯

閑
居
鶯

隔
霞
聞
鶯

月
前
鶯

芦
辺
若
菜

残
　
　
雪

雪
透
霞

雪
消
松
緑

春
雪
散

春
　
　
雪

絵
寒
月

朝
こ
と
に
来
鳴
を
聞
は
鶯
の
ね
な
か
ら
う
ゑ
し
梅
か
と
そ
お
も
ふ

樟
や
め
よ
舟
歌
や
め
よ
梶
取
よ
う
く
ひ
す
の
ね
に
な
れ
も
こ
か
れ
よ

柴
の
戸
を
と
く
る
つ
ら
x
に
た
x
か
せ
て
明
れ
は
来
鳴
春
の
う
く
ひ
す

朝
霞
へ
た
て
x
聞
は
う
く
ひ
す
の
隣
に
す
め
る
こ
」
ち
こ
そ
す
れ

夕
月
の
影
さ
す
窓
の
梅
か
え
に
や
と
り
と
る
と
歎
う
く
ひ
す
の
鳴

難
波
め
も
春
は
零
梅
を
た
き
す
て
」
も
ゆ
る
磯
な
を
つ
ま
ぬ
日
そ
な
き

つ
れ
な
く
も
残
る
雪
か
な
遠
か
た
は
松
た
に
消
て
か
す
む
春
日
に

と
し
の
内
の
雪
に
み
か
け
る
鏡
山
霞
か
」
れ
と
く
も
ら
さ
り
け
り

朝
日
さ
す
岡
辺
の
松
の
悔
し
く
れ
一
木
々
々
に
春
を
み
せ
つ
x

沫
雪
の
匂
ふ
こ
す
ゑ
は
う
く
ひ
す
の
羽
風
に
梅
の
ち
る
か
と
そ
み
る

年
の
う
ち
の
雪
に
お
く
れ
し
雪
な
れ
は
花
に
先
だ
つ
花
と
こ
そ
み
れ

さ
え
か
へ
る
風
の
寒
さ
に
窓
の
戸
を
あ
け
し
と
思
へ
は
春
の
よ
の
月

初
遠
い
な
り
ま
う
て

　
　
　
　
　
け
ふ
と
い
へ
は
杉
の
も
と
つ
葉
を
り
か
さ
し
七
日
の
ほ
ら
ぬ
人
も
ゆ
く
ら
ん

　
　
　
　
　
ね
か
ふ
こ
と
な
り
も
な
ら
す
も
瓜
生
坂
む
れ
つ
Σ
の
ほ
る
け
ふ
の
も
ろ
人

若
木
梅

梅梅
有
遅
速

折
　
　
梅

夕
　
　
梅

夜
　
　
梅

禁
中
梅

津
　
　
梅

山
家
勲

記
開
得
客

う
く
ひ
す
の
な
る
」
計
に
我
宿
の
若
木
の
う
め
よ
は
や
こ
た
か
か
れ

花
み
む
と
う
ゑ
つ
る
も
の
を
梅
咲
は
ま
つ
鶯
そ
や
と
を
し
め
け
る

咲
ぬ
や
と
お
く
れ
先
た
ち
来
る
人
に
い
つ
も
さ
か
り
を
み
す
る
梅
か
な

香
り
と
る
も
よ
そ
め
は
つ
か
し
う
め
の
花
色
香
し
る
身
と
人
や
思
は
む

夕
や
み
は
花
か
雪
か
と
た
と
る
か
な
挟
に
梅
の
香
は
に
ほ
へ
と
も

う
く
ひ
す
の
あ
し
た
の
声
も
匂
ふ
ま
て
ね
く
ら
に
か
よ
へ
夜
は
の
梅
か
香

玉
た
れ
の
ひ
ま
も
る
風
も
な
つ
か
し
な
つ
ほ
の
名
に
お
ふ
梅
か
を
る
夜
は

宮
人
の
袖
に
ほ
は
せ
し
い
に
し
へ
の
面
影
み
す
る
難
波
津
の
梅

世
を
い
と
ふ
か
た
山
陰
の
柴
の
戸
に
香
は
い
ち
し
る
き
梅
の
は
つ
花

わ
か
宿
に
梅
の
は
な
を
は
待
つ
け
て
待
ん
と
思
ふ
人
さ
へ
そ
来
る

長
真
寛光

立
安

正
濱務濱

游
寛

濱
安

立游千

英澄光彪綱寛
穀臣廉臣清

光
臣寛綱清引

堂
勢
子

光
務

正正
定

か
つ
し
か
の
里
の
梅
見
に
ゆ
き
て

　
　
　
　
　
と
は
ね
と
も
梅
さ
か
り
と
は
帰
り
く
る
人
の
快
の
か
を
り
に
そ
し
る
　
　
　
　
幹

葛
飾
里
梅
花
　
か
つ
し
か
や
里
の
遠
近
梅
咲
は
む
さ
し
国
人
か
す
む
れ
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
濱

　
　
　
　
　
　
遠
近
の
里
の
梅
さ
き
ぬ
朝
菜
つ
む
袖
か
を
る
ら
し
か
つ
し
か
処
女
　
　
　
　
躬

大
窪
天
民
か
痩
梅
庵
に
て

　
　
　
　
　
軒
端
な
る
梅
の
立
枝
は
こ
と
の
葉
に
や
す
る
あ
る
し
の
す
か
た
な
り
け
り
　
　
正

梅
移
水
　
梅
花
ち
り
し
く
水
の
ゆ
く
か
た
に
さ
そ
ひ
な
さ
る
Σ
吾
こ
」
う
か
な
　
　
　
　
定

紅
梅
の
枝
に
鶯
を
り
　
咲
梅
は
し
ろ
き
も
あ
る
を
く
れ
な
ゐ
に
思
ひ
染
て
や
う
く
ひ
す
の
鳴
千

彪
廉臣

穀
良之臣

絃
臣治

幹

柳
池
の
水
を
梯
ふ

水
辺
柳

柳
経
年

山
家
若
艸

蕨春
月

池
上
春
月

名
所
春
曙

春
　
　
雨

社
頭
春
雨

旅
春
雨

閑
中
春
雨

草
庵
春
雨

朝
春
雨

古
寺
春
雨

帰
　
　
爲

暁
天
帰
鷹

月
前
帰
鷹

帰
雁
似
字

春
日
田
家

雲
　
　
雀

呼
子
鳥

桜

　
　
　
春
風
に
さ
は
な
み
た
り
そ
池
水
の
あ
わ
に
も
結
へ
青
柳
の
い
と

吹
た
ゆ
む
流
れ
に
風
の
影
み
え
て
む
す
ほ
」
れ
た
る
青
柳
の
い
と

ふ
る
柳
影
を
う
つ
せ
る
み
き
は
に
は
波
の
し
わ
さ
へ
よ
る
と
み
え
け
り

都
よ
り
お
く
れ
て
消
し
雪
間
に
も
も
ゆ
る
を
い
そ
く
庭
の
若
く
さ

花
見
に
と
霞
と
玉
も
に
立
出
し
道
の
ほ
た
し
の
は
つ
わ
ら
ひ
か
な

雪
消
る
嶺
の
さ
わ
ら
ひ
を
り
よ
く
も
ほ
と
ろ
に
な
ら
ぬ
さ
き
に
来
に
け
り

山
松
の
姻
も
空
に
か
す
み
け
り
こ
の
し
た
わ
ら
ひ
し
た
に
も
え
つ
」

か
す
め
る
を
な
ら
ひ
に
な
し
て
春
の
よ
は
老
も
な
け
か
て
む
か
ふ
月
影

何
な
れ
や
霞
に
く
も
る
月
を
た
に
お
ほ
ろ
け
な
ら
す
お
も
ふ
ご
」
ろ
は

山
の
端
の
雪
は
夕
の
そ
ら
め
に
て
花
よ
り
匂
ふ
は
る
の
夜
の
月

水
の
上
に
浮
ひ
て
み
ゆ
る
月
の
影
霞
の
底
に
な
と
し
つ
む
ら
ん

よ
し
野
山
み
ね
に
た
な
引
横
雲
も
さ
く
ら
に
匂
ふ
春
の
あ
け
ぼ
の

東
や
の
ま
や
の
雫
の
な
か
り
せ
は
そ
」
く
と
し
ら
し
軒
の
春
雨

吹
風
に
の
と
け
か
れ
と
の
花
し
つ
め
神
や
う
け
玉
ん
春
雨
の
そ
ら

ふ
る
郷
の
た
よ
り
ま
た
る
」
夕
暮
に
雨
さ
へ
春
は
お
と
せ
さ
り
け
り

か
く
て
世
を
し
の
ふ
草
さ
へ
時
を
得
て
色
そ
は
り
ゆ
く
軒
の
春
雨

草
ふ
け
る
軒
端
は
く
ち
て
庭
に
の
み
生
そ
は
ヴ
ゆ
く
春
雨
の
こ
ろ

朝
ほ
ら
け
深
く
か
す
む
と
み
し
空
の
や
か
て
そ
ほ
ふ
る
雨
と
な
り
け
り

春
雨
に
瓦
の
松
の
い
ろ
ぬ
れ
て
垣
の
こ
ろ
も
玉
み
と
り
そ
ひ
け
り

我
か
た
に
よ
る
と
鳴
つ
x
帰
る
鷹
た
の
む
か
ひ
な
き
み
よ
し
の
」
里

花
の
色
に
明
ゆ
く
嶺
の
横
雲
と
と
も
に
わ
か
る
」
鳳
の
ひ
と
つ
ら

さ
く
ら
ち
る
外
山
の
月
の
明
ほ
の
に
心
ほ
そ
く
や
か
へ
る
為
か
ね

贋
か
ね
の
書
残
し
つ
」
ゆ
く
文
字
は
う
は
の
空
に
も
よ
ま
れ
さ
り
け
り

す
瓦
な
咲
田
ゐ
の
わ
ら
や
の
盧
す
た
れ
た
れ
か
あ
は
れ
と
お
も
は
さ
る
ら
む

若
草
に
こ
も
る
雲
雀
の
声
す
な
り
け
ふ
は
な
や
き
そ
春
日
の
」
は
ら

躰
し
め
し
山
田
の
畔
を
賎
の
を
に
驚
か
さ
れ
て
た
つ
雲
雀
か
な

花
み
つ
Σ
あ
た
し
心
も
な
き
も
の
を
こ
ち
こ
と
人
を
よ
ふ
子
と
り
か
な

さ
く
ら
花
あ
は
れ
世
に
似
る
物
そ
な
き
も
と
な
雲
に
は
た
れ
た
と
へ
け
む

世
中
に
花
て
ふ
花
は
お
ほ
か
れ
と
さ
く
ら
に
ま
さ
る
花
な
か
り
け
り

梅
か
香
も
あ
か
ぬ
も
の
か
ら
日
本
の
春
の
ひ
か
り
は
さ
く
ら
也
け
り

花
と
い
ふ
花
は
み
な
か
ら
さ
く
ら
に
て
こ
と
花
さ
か
ぬ
み
よ
し
の
エ
山

さ
く
ら
花
あ
く
世
は
あ
ら
し
一
年
を
み
な
か
ら
花
に
な
し
て
咲
と
も

さ
く
ら
咲
木
の
も
と
こ
と
に
立
よ
り
て
あ
は
れ
く
と
い
ふ
は
か
り
な
り

千
　
囲

務
　
廉

定
　
治

定
　
良

千
枝
予

游
　
清

定
　
時

千
枝
子

由
豆
流

千游美彦濱安游定
濱彦

定千游千
濱

躬光游立彦千定
弓清

雅
麿臣

寛
清治

臣麿
良囲清

幹
臣

絃彪
清

綱麿
引治

4



　
　
　
　
　
う
へ
し
こ
そ
人
は
め
て
つ
れ
を
り
も
を
り
春
も
や
£
ひ
に
寝
る
さ
く
ら
を
　
　
由
豆
流

禁
中
桜
　
今
宵
し
も
衛
士
の
た
く
火
の
お
き
あ
か
し
た
れ
か
み
は
し
の
花
さ
く
ら
花
　
　
　
光
　
彪

洋
品
多
春
　
よ
う
す
春
千
春
百
春
か
さ
せ
と
も
色
香
は
あ
せ
ぬ
花
さ
く
ら
は
な
　
　
　
　
　
濱
　
臣

聖
堂
の
前
な
る
桜
を
　
幾
春
か
み
そ
な
は
し
け
ん
も
ろ
こ
し
の
よ
し
の
Σ
山
に
さ
か
ぬ
桜
を
游
　
清

を
れ
る
さ
く
ら
を
　
心
な
き
す
さ
ひ
に
は
あ
ら
す
山
さ
く
ら
折
て
存
疑
に
う
る
は
誰
々
そ
　
　
躬
　
絃

　
　
　
　
　
　
　
た
れ
こ
め
て
風
に
し
ら
れ
ぬ
丁
田
た
は
浮
世
の
外
の
さ
く
ら
な
る
ら
む
長
　
亨

道
行
人
さ
く
ら
の
花
を
み
て
馬
を
と
Σ
む

　
　
　
　
暮
ぬ
と
て
す
x
む
る
駒
の
鞭
を
さ
へ
と
る
手
も
た
ゆ
む
花
の
木
の
も
と
　
　
　
定
　
保

学
友
さ
く
ら
花
咲
の
さ
か
り
の
ま
と
み
に
は
も
れ
し
人
を
そ
い
ひ
つ
Σ
け
梱
る
景
寛

夜
　
花
桜
花
風
や
さ
そ
ふ
と
と
も
し
火
の
ま
た
x
く
こ
と
に
思
ひ
こ
そ
や
れ
　
　
光
華

人
木
の
も
と
に
立
て
ば
る
か
な
る
さ
く
ら
の
花
を
み
た
る

待
　
　
花

花
風
鳥
花
盛

花
の
盛
に
上
野
に
て
日
の
入
こ
ろ

　
　
　
　
　
し
ら
雲
に
入
か
と
み
し
は
山
か
ら
す
花
に
ね
く
ら
を
し
む
る
也
け
り

花
の
盛
に
墨
田
川
に
て
　
夕
潮
の
の
ほ
る
汀
の
さ
く
ら
身
う
ち
x
る
波
に
な
ら
は
さ
ら
な
む

雨
後
花
雨
は
る
N
花
の
雫
の
ひ
ま
な
さ
に
枝
の
こ
蝶
の
は
ね
も
ほ
し
あ
へ
す

花
の
も
と
に
網
ひ
く
　
お
り
立
て
あ
こ
と
エ
の
ふ
る
浦
人
も
花
に
ご
x
ろ
は
ま
つ
取
れ
け
り

野
花
舟
よ
ひ
て
あ
す
も
わ
た
ら
む
墨
田
川
陰
ゆ
ぐ
水
も
花
に
な
る
こ
ろ

　
　
　
　
　
み
よ
し
の
x
河
そ
ひ
く
れ
は
さ
く
ら
花
齢
の
み
さ
ひ
に
影
そ
匂
へ
る

関
路
花
杉
む
ら
に
ま
た
夜
を
こ
め
て
逢
坂
の
関
は
花
よ
り
明
そ
め
に
け
り

　
　
　
　
　
（
歌
な
し
）
）

故
郷
花
　
道
と
へ
は
高
嶺
の
花
を
ゆ
ひ
さ
し
て
昔
を
か
た
る
奈
良
の
里
人

雨
後
落
花
　
春
雨
の
名
残
や
雪
に
な
り
ぬ
る
と
た
と
る
計
に
ち
る
さ
く
ら
か
な

　
　
　
　
　
咲
ほ
と
は
あ
た
に
日
数
を
ふ
る
雨
の
は
る
れ
は
と
く
も
ち
る
さ
く
ら
哉

行
路
散
花
　
路
う
つ
む
計
に
枝
は
す
き
に
け
り
花
ふ
む
駒
の
あ
し
お
と
も
せ
す

花
衣
に
お
つ
　
香
を
と
め
て
挟
に
す
か
る
こ
蝶
か
と
み
え
て
穿
く
る
花
さ
く
ら
か
な

湖
上
落
花
　
あ
し
の
ほ
の
み
た
る
鼠
な
し
て
あ
し
の
海
に
散
や
箱
根
の
山
さ
く
ら
花

ね
た
き
こ
と
我
波
な
ら
は
遠
か
た
の
花
の
こ
か
け
に
立
よ
ら
ま
し
を

写
し
ゑ
の
花
を
み
て
た
に
慰
ん
咲
を
ま
つ
ま
の
こ
玉
ろ
い
ら
れ
に

嶺
に
み
る
雲
た
に
あ
た
に
な
か
め
ぬ
や
心
待
ほ
と
の
こ
」
う
な
る
ら
む

咲
花
の
こ
x
う
に
か
エ
る
嶺
の
雲
い
く
た
ひ
そ
れ
と
は
か
ら
れ
に
け
む

一
年
を
さ
な
か
ら
花
に
な
し
は
て
玉
百
代
遊
は
む
花
陰
も
か
な

は
つ
花
は
わ
れ
先
み
む
と
し
の
ひ
つ
瓦
お
な
し
心
に
行
あ
ひ
に
け
り

よ
し
と
い
ひ
し
ょ
し
野
の
山
に
よ
き
ほ
と
の
風
も
匂
へ
る
花
さ
か
り
哉

幹真
長
国富真

彦
定

千躬坦務
美

定正游
定

与千
寛

之
澄
悩殺臣澄麿治絃

彪廉雅
良穀清治清光

河
落
花

惜
　
　
花

車
　
　
子

野
　
　
遊

汐
干
に

苗
　
　
代

春
　
　
田

董
八
重
山
吹

折
山
吹

瀧
辺
藤

藤野
　
　
春

暮
春
鐘

三
月
尽

春
人
事

春
遠
情

春
河
星

春野春春春春

雲
夜

衣
舟杖

夢

春
　
　
獣

春
　
　
虫

し
か
の
浦
や
花
ち
る
こ
ろ
は
蜆
と
る
蛋
も
さ
く
ら
の
衣
か
つ
ぎ
け
り

み
わ
た
せ
ば
比
良
山
風
に
ち
る
花
の
ふ
x
き
を
わ
く
る
し
か
の
浦
舟
　
　
　
　
定
　
治

す
は
の
海
や
木
曽
山
さ
く
ら
散
し
き
て
春
も
氷
を
わ
た
る
舟
人
　
　
　
　
　
　
游
清

吹
風
も
か
す
む
外
山
の
鵡
川
ち
る
勲
幾
瀬
の
花
の
し
ら
波
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
綱

と
玉
ま
ら
ぬ
花
と
は
し
れ
と
散
ゆ
く
を
み
て
は
し
は
し
と
か
つ
い
は
れ
け
り
　
游
　
清

真
柴
こ
そ
か
り
に
は
来
つ
れ
春
山
の
き
」
す
は
何
に
お
と
ろ
き
て
鳴
　
　
　
　
長
　
英

か
け
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
野
に
ぬ
ひ
る
つ
み
早
蕨
を
り
て
今
日
も
く
ら
さ
ん
　
　
定
　
治

塩
さ
み
に
な
り
に
け
ら
し
な
あ
さ
り
す
る
蛋
の
子
と
も
の
近
よ
る
み
れ
は
　
　
田
鶴
子

面
こ
も
り
に
け
ふ
る
計
の
苗
代
や
稲
葉
の
雲
の
は
し
め
な
ら
ま
し
　
　
　
　
　
定
　
良

賎
か
や
は
隣
へ
た
て
も
な
か
り
け
り
苗
代
み
つ
を
中
垣
に
し
て
　
　
　
　
　
　
濱
　
臣

一
筋
の
苗
代
水
を
千
町
田
に
か
す
み
わ
け
て
も
み
す
る
こ
ろ
か
な

雪
解
す
る
山
の
雫
に
そ
ほ
ち
つ
Σ
霞
を
か
へ
す
春
の
あ
ら
小
田
　
　
　
　
　
　
承

花
の
い
ろ
の
紫
野
ゆ
き
し
め
野
ゆ
き
春
の
遊
ひ
に
算
す
み
れ
か
な
　
　
　
　
　
八
　
穂

春
雨
の
七
日
ふ
れ
し
ば
ひ
と
へ
っ
瓦
八
重
山
吹
は
ち
り
み
た
れ
け
り
　
　
　
　
濱
　
臣

ひ
た
す
ら
に
春
を
や
ら
し
と
折
つ
れ
は
手
ふ
さ
よ
り
散
山
吹
の
花
　
　
　
　
　
千
枝
子

山
姫
の
春
の
手
わ
さ
歎
瀧
の
い
と
に
よ
り
あ
は
せ
た
る
藤
な
み
の
花

ふ
る
雨
を
松
の
お
ほ
へ
る
ふ
ち
の
了
わ
れ
も
ぬ
れ
し
と
よ
り
て
こ
そ
み
れ

花
の
ま
を
夢
と
は
人
の
く
り
こ
と
」
思
ひ
な
し
て
も
を
し
き
春
か
な

う
ち
い
そ
く
心
や
い
か
に
山
寺
の
か
ね
て
も
を
し
き
春
の
わ
か
れ
を

か
く
は
か
り
な
れ
こ
し
も
の
を
春
よ
な
と
さ
ら
は
と
た
に
も
い
は
て
ゆ
く
ら
ん

の
と
か
な
る
春
に
あ
ふ
身
の
さ
ち
な
れ
や
妊
み
る
外
に
す
る
わ
さ
も
な
し

心
あ
ら
ん
我
に
も
あ
ら
て
見
し
こ
と
も
な
に
は
の
春
を
何
し
た
ふ
ら
む

河
水
に
う
つ
ろ
ふ
星
を
わ
す
れ
て
は
争
う
く
梅
の
花
か
と
そ
み
る

花
と
の
み
み
ね
に
か
x
れ
る
白
雲
は
こ
」
ろ
う
き
た
つ
は
し
め
也
け
り

春
の
よ
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り
月
影
の
さ
し
入
窓
に
梅
も
ち
り
つ
Σ

う
く
ひ
す
と
鳥
は
な
け
と
も
咲
花
の
雫
に
ぬ
る
」
衣
手
は
よ
し

舟
人
の
真
梶
と
る
手
も
た
ゆ
む
な
り
春
は
こ
x
ろ
の
な
き
わ
た
り
つ
x

老
ぬ
と
て
花
み
る
人
に
お
く
れ
し
の
ま
け
し
心
に
き
り
し
杖
也

ち
る
と
み
は
と
た
え
や
せ
ま
し
咲
こ
ろ
の
花
に
か
け
た
る
夢
の
浮
は
し

思
ひ
ね
の
枕
に
花
の
散
と
し
も
み
は
て
ぬ
夢
そ
あ
や
な
か
り
け
る

ふ
る
雨
の
お
と
し
つ
か
な
る
お
ほ
ろ
夜
に
水
詠
せ
き
の
ほ
る
春
の
川
獺

春
の
日
の
長
き
を
時
と
こ
と
ひ
牛
こ
と
に
あ
ゆ
み
の
ゆ
た
け
な
る
か
な

お
の
か
名
の
蓑
き
る
虫
も
う
く
ひ
す
の
笠
ぬ
ふ
花
に
身
を
や
よ
す
ら
む

躬
長務

立游
躬濱

光正立千
光

絃
英

廉綱
清

絃
臣

彪穀綱
引

彪

定
　
治

野
洲
良

彦
　
麿

定
　
治

濱
　
臣

5

『
五
百
重
波
』
と
そ
の
歌
人



白
方
　
勝
・
越
智
文
明

　
　
　
　
　
咲
匂
ふ
花
よ
り
花
に
う
つ
り
つ
工
遊
ふ
ご
蝶
の
宿
も
さ
た
め
す
　
　
　
　
　
　
立

沼
水
杜
若
　
む
ら
さ
き
に
水
を
も
そ
め
て
か
き
つ
ば
た
さ
き
ぬ
の
名
を
は
た
か
へ
さ
り
け
り
光

燕
　
　
　
　
玉
簾
う
こ
か
す
風
に
さ
そ
は
れ
て
軒
端
は
な
る
鼠
つ
ば
く
ら
め
か
な

山
里
に
す
み
け
る
こ
ろ
や
よ
ひ
計
に
人
の
と
ひ
け
れ
は

　
　
　
　
　
柴
の
戸
に
し
は
し
と
人
を
と
x
め
お
き
て
折
に
そ
の
ほ
る
嶺
の
さ
わ
ら
ひ
　
　
立

春
血
路
に
ゆ
く
人
を
お
く
る

　
　
　
　
　
あ
く
ま
で
も
君
こ
そ
か
ら
め
春
は
ま
た
た
く
ひ
な
く
さ
の
浦
の
み
る
め
を
　
　
定

故
郷
春
　
ふ
る
郷
の
野
を
な
つ
か
し
み
我
来
れ
ば
お
な
し
心
意
春
も
来
に
け
り
　
　
　
　
游

五
百
重
波
↓
巻
終

五
百
重
波
二
巻
　
　
夏
部

更
　
　
衣
　
宮
人
は
さ
く
ら
か
さ
ね
を
ぬ
き
か
へ
て
山
藍
す
り
の
を
み
衣
せ
り

　
　
　
　
　
花
の
香
を
し
め
し
衣
の
あ
か
な
く
に
と
き
分
て
髪
頭
も
来
に
け
り

新
樹
妨
月
　
夏
に
い
る
弓
張
月
の
影
み
れ
は
槻
の
若
は
え
く
ま
と
な
り
け
り

若
か
へ
て
露
に
ぬ
れ
け
り

　
　
　
　
　
老
の
身
も
み
る
に
心
の
わ
か
か
へ
る
わ
か
か
へ
る
手
の
露
の
す
x
し
さ

新
樹
露

隣
卯
花

潅
　
　
佛

待
郭
公

お
ひ
そ
は
る
椋
の
若
葉
や
み
か
く
ら
む
お
く
し
ら
露
の
玉
と
み
ゆ
る
は

う
の
花
を
う
ゑ
し
あ
る
し
に
物
ま
う
す
ま
せ
こ
し
に
み
る
希
な
と
か
め
そ

吾
か
た
に
さ
ら
ぬ
月
か
と
か
ひ
ま
め
は
古
し
ろ
た
へ
に
論
る
う
の
は
な

世
々
ふ
れ
と
た
え
せ
さ
り
け
り
御
佛
に
瀧
の
ぞ
Σ
き
し
水
の
な
か
れ
は

し
の
ひ
ね
は
更
て
も
ら
す
と
ほ
と
Σ
き
す
あ
ひ
な
た
の
み
に
夜
を
重
ね
け
り

を
ん
な
と
も
ほ
と
x
ぎ
す
を
待

　
　
　
　
　
ほ
と
x
き
す
待
に
ね
ぬ
夜
の
月
影
は
も
や
の
し
と
み
に
明
残
り
け
り

尋
郭
公
　
ほ
と
㌧
き
す
聞
や
い
か
に
と
こ
x
う
な
き
山
賎
に
ま
て
と
ひ
も
み
る
か
な

初
郭
公
う
れ
し
さ
は
枕
な
ら
へ
て
ね
し
人
も
き
か
ぬ
に
曇
る
山
ほ
と
二
き
す

道
行
人
ほ
と
x
ぎ
す
を
聞

　
　
　
　
　
ほ
と
玉
き
す
あ
と
よ
り
名
の
る
声
聞
は
お
く
る
Σ
道
も
う
れ
し
か
り
け
り

山
に
郭
公
鳴
　
夏
山
の
し
け
き
か
う
へ
に
立
ま
よ
ふ
雲
よ
り
高
く
鳴
ほ
と
Σ
き
す

　
　
　
　
　
山
彦
の
こ
た
ふ
る
た
ひ
に
ほ
と
エ
き
す
友
よ
ひ
か
は
す
声
と
き
く
ら
む

山
家
郭
公
　
待
わ
た
る
都
は
よ
そ
に
な
ら
し
は
の
か
き
ね
に
な
る
二
山
ほ
と
Σ
き
す

聞
郭
公
忘
帰
　
ほ
と
Σ
き
す
き
か
は
帰
ら
ん
の
あ
ら
ま
し
も
ま
た
鳴
声
と
思
ひ
な
る
哉

渡
郭
公
　
舟
待
て
と
も
に
と
思
ふ
を
ほ
と
N
き
す
ひ
と
り
つ
れ
な
く
鳴
わ
た
る
か
な

野
亭
郭
公
　
ほ
と
玉
き
す
今
一
声
と
や
す
ら
ひ
て
野
守
か
宿
に
日
を
く
ら
し
け
り

綱彪綱
治清

定
　
時

游
　
清

濱
　
臣

長
　
亨

游
　
清

光
　
彪

正
　
臣

定
　
治

景
　
寛

真
　
澄

務
　
廉

躬
　
絃

定
　
良

田
鶴
子

濱
　
臣

堂
勢
子

游
　
清

雨
中
郭
公
　
さ
み
た
れ
は
賎
か
萱
ふ
き
つ
ま
く
ち
て
ほ
と
鼠
き
す
さ
へ
声
も
ら
し
け
り

看
経
の
問
に
郭
公
を
聞
と
い
ふ
事
を

　
　
　
　
　
ほ
と
㌧
き
す
鳴
一
声
に
染
紙
の
の
り
た
か
へ
た
る
我
心
か
な

馬
上
聞
郭
公
　
郭
公
鳴
す
て
玉
ゆ
く
久
方
の
雲
み
は
る
か
に
か
け
れ
わ
か
駒

両
方
郭
公
　
よ
し
の
河
わ
た
り
か
ね
て
や
妹
と
せ
の
山
ほ
と
Σ
き
す
鳴
か
は
す
ら
む

郭
公
稀
　
わ
す
れ
て
は
ま
た
初
音
か
と
た
と
る
ま
て
山
ほ
と
エ
き
す
声
の
と
も
し
き

五
月
は
か
り
に
　
過
ご
し
な
あ
つ
れ
し
め
ら
ひ
草
の
庵
は
五
月
間
日
比
む
つ
か
し
く
し
て

家
に
菖
蒲
ふ
く
を
み
て

雨
中
菖
蒲

河
五
月
雨

五
月
雨
久

梅
　
　
雨

梅
雨
久

ね
　
　
ふ

薄
暮
水
鶏

水
鶏
驚
夢

夏
　
　
月

夏
月
涼

夏
月
遅

水
辺
夏
月

夜
　
　
川

野
　
　
蛍

故
郷
蛍

あ
ち
さ
ゐ

夏
草
蔵
水

水
草
隔
舟

ゆ
　
　
り

光
　
彪

寛
　
光

子
　
穂

游
　
干

与
　
清

　
　
　
　
露
か
を
る
つ
ま
や
の
軒
の
あ
や
め
草
長
き
ね
さ
し
も
む
つ
ま
し
き
哉
務
廉

け
ふ
よ
り
は
つ
き
て
ふ
る
ら
し
長
き
ね
の
あ
や
め
に
か
鼠
る
軒
の
さ
み
た
れ
　
千
枝
子

撫
子
勝
衆
花

夕
　
　
立

す
み
た
河
い
つ
澄
へ
く
も
み
え
ぬ
か
な
濁
り
に
濁
る
さ
み
た
れ
の
こ
ろ

五
月
雨
は
軒
の
山
栗
花
咲
て
実
に
な
る
ま
て
も
は
れ
ぬ
空
哉

卯
花
を
く
た
す
と
み
し
も
け
ふ
は
ま
た
い
う
つ
く
梅
に
ふ
る
な
か
め
か
な

青
か
り
し
梅
の
木
の
実
の
黄
は
む
ま
て
晴
間
も
み
え
ぬ
五
月
雨
の
空

花
の
い
ろ
は
ゆ
は
た
と
み
え
て
青
摺
の
う
は
裳
に
か
よ
ふ
名
さ
へ
な
つ
か
し

夕
ま
く
れ
ま
た
き
に
た
Σ
く
水
鶏
か
な
さ
ら
て
も
門
は
明
や
す
き
夜
を

夕
か
ら
す
ね
く
ら
も
と
む
る
比
よ
り
そ
く
ひ
な
は
門
を
た
鼠
き
そ
め
け
る

涼
し
さ
に
は
し
ゐ
な
か
ら
の
う
た
Σ
ね
を
い
さ
め
か
ほ
に
も
鳴
く
ひ
な
哉

み
る
夢
は
遊
ふ
ご
蝶
の
春
な
る
を
さ
ま
す
水
鶏
は
夏
の
夜
に
し
て

あ
ふ
ち
咲
立
花
か
を
る
窓
の
戸
も
月
の
さ
す
に
は
ま
か
せ
て
を
み
む

秋
つ
羽
の
衣
手
と
ほ
す
月
影
は
身
に
し
み
て
こ
そ
す
Σ
し
か
り
け
れ

蚊
遣
た
く
宵
の
咽
に
く
も
ら
し
と
影
や
い
そ
か
ぬ
夏
の
よ
の
月

夏
の
よ
は
月
も
あ
つ
さ
を
い
と
へ
は
や
水
の
底
に
は
影
し
つ
む
ら
む

か
x
り
火
の
う
つ
ろ
ふ
河
の
う
か
ひ
舟
こ
か
る
玉
い
う
に
波
も
た
つ
な
り

行
か
へ
る
野
へ
に
わ
ら
ひ
の
を
り
過
て
ま
た
も
も
ゆ
る
は
ほ
た
る
也
け
り

吾
妹
子
と
は
や
く
す
み
こ
し
ふ
る
郷
は
思
ひ
あ
り
け
に
飛
ほ
た
る
か
な

咲
ぬ
へ
き
枝
は
残
し
て
ひ
と
か
た
に
所
せ
け
な
る
あ
ち
さ
ゐ
の
花

け
ふ
み
れ
は
う
す
色
に
こ
そ
な
り
に
け
れ
き
の
ふ
は
白
き
あ
ち
さ
ゐ
の
花

夏
深
き
す
x
き
か
く
れ
を
行
水
の
お
と
は
か
り
こ
そ
穂
に
い
て
に
け
れ

さ
し
分
て
行
か
と
み
れ
は
へ
た
」
り
ぬ
み
つ
の
み
ま
き
の
真
菰
か
り
舟

秋
さ
か
は
是
も
野
の
へ
の
七
く
さ
に
数
ま
へ
ら
れ
ん
姫
ゆ
り
の
花

う
き
秋
の
霜
に
あ
は
し
と
さ
ゆ
り
花
と
こ
夏
に
し
も
咲
ま
し
り
け
む

　
た
よ
り
あ
ら
は
庵
ろ
こ
し
人
に
み
せ
は
や
な
千
草
に
ま
さ
る
や
ま
と
撫
子

い
つ
こ
と
て
と
く
過
ぬ
ら
む
雲
き
ほ
ひ
夕
た
つ
雨
の
足
を
そ
ら
に
て

光
真

定游
濱

彦游長
真

光
定

游
寛

立承
真

游正定正

彪澄
良清臣麿

清亨澄彪
良清

光綱澄
清臣治

穀

千
枝
子

堂
勢
子
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野
夕
立

夕
立
雲

蝉
声
夏
深

雨
後
蝉

納
　
　
涼

松
下
納
涼

水
辺
納
涼

家
々
納
涼

夏
　
　
河

夏
　
　
舟

夏
　
　
夜

短
夜
夢

夏
　
　
枕

夏
　
　
扇

夏
　
　
獣

夏
　
　
馬

夏
　
　
犬

夏
　
　
虫

松
陰
に
し
は
し
人
を
は
い
こ
は
せ
て
足
と
く
野
路
を
過
る
夕
立

山
の
は
を
い
つ
と
い
ふ
ま
も
な
か
空
に
引
わ
た
し
た
る
夕
立
の
雲

時
の
ま
に
日
影
も
消
て
ゆ
ふ
立
の
雲
ひ
ろ
こ
り
ぬ
む
さ
し
の
Σ
原

お
の
か
羽
の
名
に
ぱ
た
か
ひ
し
あ
つ
さ
を
も
鳴
過
し
た
る
蝉
の
声
哉

夕
立
に
ぬ
れ
た
る
お
の
か
羽
衣
を
か
わ
か
し
か
て
ら
蝉
や
鳴
ら
む

風
そ
よ
く
葉
ひ
ろ
く
た
か
し
そ
の
隈
に
か
く
る
x
ほ
と
は
夏
と
し
も
な
し

夕
立
の
晴
て
の
玉
ち
の
月
み
ん
と
我
立
ぬ
れ
ぬ
松
の
し
つ
く
に

河
風
に
吹
な
か
さ
れ
し
扇
を
も
も
と
め
ぬ
は
か
り
風
そ
す
N
し
き

と
り
く
に
涼
し
さ
し
め
つ
夕
貌
の
草
の
花
垣
な
ら
の
し
た
庵

涼
し
さ
の
い
か
て
こ
も
れ
る
夏
衣
袖
つ
く
は
か
り
あ
さ
き
河
瀬
に
．

暮
行
は
月
に
樟
さ
す
す
」
み
舟
ひ
る
は
柳
の
陰
を
し
め
つ
x

し
は
し
と
て
綱
引
結
ふ
柳
か
け
小
舟
の
夢
も
涼
し
か
り
け
り

お
と
ろ
か
す
鳥
も
そ
ら
ね
と
思
ふ
ま
て
は
や
く
そ
明
る
夏
の
よ
の
空

木
枕
を
さ
た
む
る
ほ
と
も
な
つ
の
夢
結
ふ
と
す
れ
は
あ
か
つ
き
の
露

み
し
か
夜
は
か
ひ
な
か
り
け
り
引
結
ふ
あ
や
め
の
枕
長
き
ね
さ
し
も

ひ
ね
も
す
に
な
ら
せ
と
も
猶
あ
か
ぬ
哉
こ
や
む
つ
た
ま
の
あ
ふ
き
な
る
ら
む

草
の
葉
も
よ
れ
ぬ
る
は
か
り
あ
つ
き
日
は
扇
の
風
そ
い
の
ち
な
り
け
る

六
月
の
照
日
を
う
し
と
あ
へ
き
つ
鼠
よ
る
さ
へ
月
の
影
や
わ
ふ
ら
む

柳
陰
す
玉
し
さ
し
め
て
あ
け
ま
き
か
水
か
ふ
駒
も
こ
x
ち
よ
け
な
り

山
陰
や
駒
引
と
め
て
す
x
し
さ
に
時
を
う
つ
し
の
鞍
の
う
へ
哉

今
は
と
て
あ
し
ひ
の
花
も
散
過
ぬ
駒
な
㌧
つ
み
そ
夏
の
山
道

い
て
こ
ち
こ
や
よ
翁
丸
な
れ
を
し
も
遊
ひ
か
た
き
に
夕
す
エ
み
せ
む

水
ぬ
る
む
澤
田
に
す
め
る
む
し
の
名
の
ひ
る
ま
や
い
か
に
わ
ひ
し
か
る
ら
む

五
百
重
波
二
巻
終

五
百
重
波
三
巻
　
　
秋
部

山
へ
の
庵
に
秋
の
来
る
心
を

幽
栖
秋
来

田
家
早
秋

七
　
　
夕

朝
　
　
顔

游
　
清

光
　
彪

游
光躬真

定千立
与

長游
清

彪絃澄
治囲

綱
清英清

堂
勢
子

光游
濱

定正
美

光

彪
清臣治

路雅彪

堂
勢
子

枕
ゆ
ふ
一
夜
は
か
り
に
露
お
き
て
深
山
の
苔
に
秋
を
し
る
哉
寛

人
は
こ
す
秋
も
よ
も
や
と
思
ひ
し
に
朝
露
白
し
庭
の
よ
も
き
ふ

お
く
露
も
所
得
か
ほ
に
匂
ふ
な
り
あ
か
た
の
宿
の
秋
の
は
つ
風

人
言
は
千
名
の
五
百
名
に
立
な
か
ら
逢
夜
と
も
し
と
星
や
わ
ふ
ら
ん

織
女
か
み
そ
ぬ
ふ
針
に
ぬ
く
い
と
の
長
か
れ
と
思
ふ
夜
は
更
に
け
り

小
櫛
と
り
ね
く
た
れ
髪
を
ゆ
ふ
児
に
も
か
け
て
や
み
ま
し
朝
貌
の
花

し
め
ゆ
ひ
し
籠
の
竹
の
ふ
し
の
ま
を
千
代
と
や
思
ふ
あ
さ
か
ほ
の
花

　
　
光

游
　
清

務
　
廉

千
枝
子

光
　
彪

立
　
綱

　
　
　
　
　
思
ふ
か
た
お
ほ
け
な
る
か
な
是
か
れ
に
は
ひ
ま
つ
は
る
N
朝
か
ほ
の
花

　
　
　
　
　
き
ち
か
う
も
む
く
け
も
名
を
は
お
ひ
ぬ
れ
と
朝
貌
は
た
x
け
に
こ
し
の
花

秋
野
を
分
て
　
を
み
な
へ
し
な
ま
め
く
野
へ
に
紐
と
け
る
藤
は
か
ま
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ

　
　
　
　
　
か
り
に
と
て
我
は
来
に
し
か
百
く
さ
の
花
の
錦
の
躰
な
れ
に
け
り

秋
　
　
花
　
お
な
し
い
ろ
の
い
つ
れ
か
さ
き
に
う
つ
ろ
は
ん
朝
か
ほ
の
花
月
草
の
は
な

秋
　
　
涼
　
秋
風
に
残
る
あ
つ
さ
も
な
よ
竹
の
ふ
し
よ
き
ほ
と
に
夜
は
な
り
に
け
り

露
　
　
　
　
し
ら
露
は
さ
な
か
ら
玉
と
み
ゆ
る
か
な
き
え
す
は
と
り
て
糸
に
ぬ
か
ま
し
を

虫
暗
草
花
　
七
く
さ
の
数
は
か
り
か
は
虫
の
ね
も
か
き
か
そ
ふ
へ
き
秋
の
野
へ
か
な

故
郷
虫
　
人
す
ま
て
年
ふ
る
郷
の
き
り
く
す
つ
エ
り
さ
せ
．
と
は
た
か
た
め
に
鳴

稲
　
　
妻
　
夕
月
の
入
ぬ
る
山
の
雲
ま
よ
り
光
を
か
へ
て
て
ら
す
い
な
つ
ま

行
路
霧
霧
深
み
わ
か
の
る
駒
の
い
な
玉
き
や
お
く
れ
し
人
の
た
つ
き
な
る
ら
む

初
　
　
鷹
待
つ
け
て
う
れ
し
き
も
の
玉
か
ひ
な
き
は
我
た
め
な
ら
ぬ
鷹
の
玉
つ
さ

鷹
初
来
物
こ
と
に
う
し
て
ふ
秋
も
初
鷹
の
声
聞
け
ふ
は
う
れ
し
か
り
け
り

山
家
初
鳥
　
き
」
つ
や
と
か
た
り
あ
は
す
る
人
も
な
し
軒
は
の
山
を
過
る
か
り
か
ね

月
前
鳥
　
桂
か
ち
月
の
み
ふ
ね
に
と
る
か
と
も
聞
な
さ
れ
ぬ
る
鷹
の
こ
ゑ
か
な

鷹
　
　
　
　
花
す
エ
ぎ
ほ
に
出
て
ま
ね
く
比
し
も
そ
か
な
ら
す
鳥
は
つ
れ
て
来
に
け
る

月
吾
宿
は
市
の
中
道
し
か
は
あ
れ
と
更
行
月
の
よ
は
の
し
つ
け
さ

　
　
　
　
　
言
に
い
て
鼠
月
は
人
を
も
さ
そ
は
ね
と
み
る
に
心
の
ゆ
か
ぬ
夜
そ
な
き

　
　
　
　
　
月
の
い
る
山
の
端
な
く
は
あ
こ
か
る
」
こ
x
ろ
は
身
に
も
か
へ
ら
さ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
月
澄
は
こ
Σ
ろ
澄
け
り
し
か
は
あ
れ
と
こ
x
ろ
澄
て
そ
月
も
澄
け
る

対
水
待
月
　
行
水
を
よ
す
か
に
ま
た
ん
秋
の
よ
は
お
な
し
心
に
月
も
す
む
や
と

十
四
夜
月
い
と
あ
か
鼠
り
け
れ
は

　
　
　
　
　
へ
た
て
玉
も
望
の
光
に
お
と
ら
め
や
竹
の
葉
月
の
一
夜
は
か
り
は

名
所
月
山
の
は
の
よ
も
に
さ
は
ら
ぬ
む
さ
し
野
は
月
の
た
め
に
や
は
て
な
か
る
ら
ん

　
　
　
　
　
武
隈
の
ふ
た
木
の
松
の
こ
の
ま
よ
り
月
を
は
み
き
と
人
に
か
た
ら
む

江
　
　
月

舟
中
月

湖
上
翫
月

山
家
月

荒
屋
月

井
　
　
月

閑
居
月

月
み
れ
は
な
に
は
の
こ
と
も
お
も
ほ
え
す
ほ
り
江
の
水
の
こ
」
ろ
澄
つ
x

樟
さ
せ
は
波
間
に
影
を
さ
そ
ひ
来
て
月
の
み
ふ
ね
に
の
る
こ
玉
ち
か
な

月
影
の
塩
く
も
り
せ
ぬ
海
な
れ
は
こ
玉
ろ
は
れ
て
も
真
梶
と
る
也

都
に
て
あ
は
れ
と
い
ひ
し
月
影
は
た
瓦
よ
の
つ
ね
の
あ
は
れ
な
り
け
り

影
も
ら
ぬ
か
た
も
な
き
ま
て
荒
に
け
り
は
て
は
す
み
か
を
月
に
ゆ
つ
ら
む

つ
玉
ゐ
つ
N
ふ
り
分
髪
の
む
か
し
み
し
秋
に
か
は
ら
ぬ
月
の
影
か
な

月
影
は
板
ゐ
の
底
に
し
つ
め
と
も
く
め
は
ひ
さ
こ
に
か
つ
浮
ひ
け
り

所
せ
き
む
く
ら
か
露
を
わ
ひ
し
と
も
お
も
は
ぬ
月
や
宿
と
な
す
ら
む

由
豆
流

游
　
清

八
　
穂

定
　
時

野
洲
良
游
清

定
　
良

堂
勢
子

美
　
雅

光
　
彪

堂
勢
子

芳
　
香

游
　
清

定
　
治

千
枝
子

游
寛

光游務承定游躬
真

游
清

光彪
清

廉
良清

絃
澄清

濱
　
臣

光
　
彪

游
　
清
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人



白
　
方
　
　
勝
　
　
越
　
智
　
文
　
明

月
前
管
絃

月
前
之

月
前
筏

丹
前
眺
望

月
前
鳥

樵
夫
帰
月

浄
侶
封
月

深
夜
月

欲
入
月

陰
夜
月

雨
中
三
月

鶉菊
花
始
開

菊
花
色
玉

風
前
揚
衣

東
西
揚
衣

山
家
掲
衣

蔦
掛
松

紅
　
　
葉

紅
葉
未
遍

紅
葉
浅

紅
葉
浅
深

深
山
紅
葉

紅
葉
一
樹

紅
　
　
葉

紅
葉
遍

月
に
ゆ
く
こ
x
ろ
く
を
糸
竹
に
し
ら
へ
あ
は
せ
て
遊
ふ
け
ふ
哉
　
　
　
　
　
光
　
彪

心
を
は
月
に
か
た
り
て
ね
ぬ
よ
は
を
ね
よ
と
の
か
ね
よ
何
い
そ
く
ら
む
　
　
　
芳
　
香

め
に
さ
は
る
山
も
波
路
の
竹
筏
よ
す
か
ら
月
に
の
り
て
こ
そ
さ
せ
　
　
　
　
　
寛
　
光

月
の
た
め
う
か
ら
ぬ
ほ
と
の
浮
雲
に
よ
そ
ほ
ひ
た
て
し
遠
近
の
山
　
　
　
　
　
堂
勢
子

五
百
代
の
田
面
の
す
ゑ
に
み
つ
い
つ
玉
罵
る
馬
さ
へ
月
に
み
え
け
り
　
　
　
　
千
枝
子

花
な
ら
は
を
り
や
そ
へ
ま
し
照
月
を
嶺
に
残
し
て
か
へ
る
柴
人
　
　
　
　
　
　
彦
　
丸

世
の
塵
に
く
も
ら
ぬ
月
を
法
の
し
は
お
な
し
心
に
あ
は
れ
と
や
み
る
　
　
　
　
游
清

こ
ほ
ろ
き
の
声
も
澄
ゆ
く
秋
風
に
月
影
更
ぬ
よ
も
き
ふ
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
千
　
囲

あ
か
て
い
る
月
の
こ
」
ろ
は
お
も
ほ
え
て
さ
は
る
山
へ
の
う
ら
め
し
き
か
な
　
堂
勢
子

山
の
は
は
に
け
ぬ
も
の
ぞ
と
し
り
な
か
ら
月
の
入
に
は
猶
か
こ
ち
け
り
　
　
　
游
　
清

影
も
ら
す
雲
間
も
か
な
と
ま
も
り
み
て
月
な
き
夜
は
も
ね
ら
れ
さ
り
け
り
　
　
定
　
良
．

た
か
な
せ
る
た
く
み
か
月
の
き
ぬ
笠
に
は
り
て
か
け
た
る
雲
の
う
す
物
　
　
　
務
　
廉

た
え
て
世
に
雲
て
ふ
物
の
な
く
も
か
な
ご
x
ろ
の
ま
x
に
月
を
み
る
へ
く
　
　
游
　
清

雲
間
よ
り
月
も
や
も
る
と
夜
も
す
が
ら
雨
に
あ
ら
そ
ふ
わ
か
こ
x
う
か
な
　
　
彦
　
丸

山
畑
に
い
う
つ
く
粟
の
ほ
ろ
く
と
ち
る
秋
風
に
う
つ
ら
鳴
な
り
　
　

定
治

晴
そ
む
る
雨
夜
の
ほ
し
の
こ
」
ち
し
て
み
つ
よ
つ
ふ
た
つ
代
る
し
ら
菊
　
　
　
堂
勢
子

く
れ
な
み
も
く
ち
な
し
も
匂
ふ
ま
せ
の
内
に
高
き
こ
x
ろ
の
し
ら
菊
の
花
　
　
躬
　
絃

つ
ち
の
お
と
を
そ
れ
か
と
は
か
り
さ
そ
ひ
来
て
軒
は
の
松
に
風
を
や
む
な
り
　
濱
　
臣

お
そ
く
と
く
柳
は
そ
め
し
河
岸
の
か
な
た
こ
な
た
に
こ
ろ
も
う
つ
也
　
　
　
　
定
　
良

夕
つ
く
日
め
に
か
け
て
ゆ
く
旅
人
を
お
く
り
む
か
へ
て
こ
ろ
も
う
つ
な
り
　
　
游
　
清

山
深
き
松
の
戸
ほ
そ
は
小
夜
こ
ろ
も
う
つ
に
ね
さ
む
る
人
た
に
も
な
し
　

美
雅

ひ
た
す
ら
に
つ
れ
な
き
名
を
は
た
て
し
と
や
松
を
い
う
と
る
蔦
の
も
み
ち
葉
　
　
定
　
時

か
」
る
と
も
み
さ
り
し
松
の
こ
す
ゑ
よ
り
色
に
い
て
た
る
つ
た
の
も
み
ち
は
　
定
　
治

き
の
ふ
ま
て
さ
を
に
み
え
し
を
み
よ
し
の
玉
み
ふ
ね
の
山
は
こ
か
れ
そ
め
け
り
野
洲
良

も
み
ち
葉
に
心
は
か
り
は
こ
か
る
れ
と
ま
た
染
は
て
ぬ
舟
岡
の
山
　
　
　
　
　
景
　
寛

あ
か
な
く
に
小
舟
よ
す
れ
と
岸
の
へ
の
紅
葉
は
さ
し
て
こ
か
れ
さ
り
け
り
　
　
真
　
澄

中
々
に
林
下
い
ろ
こ
き
く
ら
み
山
し
な
や
お
く
れ
し
嶺
の
も
み
ち
葉
　
　
　
　
　
彦
　
丸

う
す
く
こ
く
み
ゆ
る
紅
葉
の
は
て
も
ま
た
お
そ
く
と
く
こ
そ
散
は
は
し
め
玉
　
游
　
清

山
彦
の
こ
た
ふ
る
峯
の
も
み
ち
葉
に
ま
た
く
ち
な
し
の
色
も
ま
し
れ
り
　
　
　
安
　
寛

露
霜
の
か
」
る
め
く
み
の
一
樹
と
て
実
さ
へ
あ
か
ら
む
柿
の
も
み
ち
葉
　
　
　
定
　
保

幽
す
て
し
峯
の
照
射
の
秋
か
け
て
こ
か
る
と
み
し
は
紅
葉
な
り
け
り
　
　
　
　
光
　
彪

妻
か
め
を
ほ
り
す
る
鹿
の
思
ひ
よ
り
こ
か
れ
そ
め
け
む
嶺
の
も
み
ち
は

と
し
と
い
ひ
お
そ
し
と
誰
か
か
こ
つ
へ
き
な
へ
て
梢
の
紅
葉
し
に
け
り
　
　
　
芳
　
香

東
西
紅
葉
　
秋
山
の
錦
を
み
れ
は
あ
か
ね
さ
す
日
の
た
て
ぬ
き
そ
い
ろ
こ
か
り
け
る

か
へ
る
て
の
紅
葉
み
て
の
み
は
あ
か
ぬ
心
に
か
へ
る
て
を
帰
る
手
こ
と
に
折
も
て
そ
ゆ
く

ち
㌧
の
木
の
紅
葉
を

　
　
　
　
　
み
と
り
な
る
児
の
手
か
し
は
を
い
う
と
り
て
う
す
紅
葉
す
る
庭
の
ち
玉
の
木
、

暮
秋
衣
行
秋
の
名
残
と
め
つ
と
み
し
も
の
を
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
萩
か
花
す
り

暮
秋
風
　
ゆ
く
秋
の
名
残
と
聞
は
う
し
と
の
み
思
ひ
も
は
て
ぬ
を
き
の
う
は
風

秋
の
す
ゑ
墨
田
川
に
て
　
す
み
た
河
堤
の
草
ね
む
し
鳴
て
水
の
秋
こ
そ
さ
ひ
し
か
り
け
れ

秋
の
は
て
　
け
ふ
の
み
と
秋
を
み
．
は
つ
る
夕
く
れ
に
い
や
は
か
な
く
も
ち
る
も
み
ち
か
な

五
百
重
波
三
巻
終

五
百
重
波
四
巻
　
　
冬
部

山
木
枯
散
は
て
し
枝
よ
り
枝
に
ひ
Σ
き
あ
ひ
て
夕
暮
す
ご
き
花
の
こ
か
ら
し

　
　
　
　
　
ち
り
つ
も
る
峯
の
落
葉
を
吹
き
あ
げ
て
禁
に
お
ろ
す
こ
か
ら
し
の
風

夕
　
　
凧
　
夕
く
れ
は
臨
め
も
か
れ
し
草
の
戸
を
さ
し
て
は
あ
く
る
こ
か
ら
し
の
風

道
行
人
し
く
れ
に
あ
へ
り

　
　
　
　
　
あ
ま
た
た
ひ
道
の
長
手
を
ゆ
く
人
に
お
く
れ
先
だ
つ
む
ら
し
く
れ
哉

　
　
　
　
　
玉
ぼ
こ
の
道
の
行
手
の
ほ
と
な
ぎ
に
お
く
り
む
か
へ
て
ふ
る
し
く
れ
か
な

時
雨
陰
晴

行
路
時
雨

落
葉
埋
路

山
門
葉

月
前
落
葉

夜
も
す
か
ら
落
葉
し
く
れ
を
聞
わ
く
は
う
つ
り
う
つ
ら
ぬ
窓
の
月
影

夕
立
に
か
く
れ
な
れ
た
る
椎
か
も
と
け
ふ
も
時
雨
に
笠
や
と
り
せ
り

霜
に
そ
む
梢
み
に
と
て
こ
し
も
の
を
そ
の
落
葉
に
そ
路
は
絶
け
る

見
る
か
中
に
わ
た
る
時
雨
の
雨
は
れ
て
残
る
木
葉
そ
山
め
く
り
す
る

空
高
く
夜
は
に
木
葉
の
ふ
り
く
る
ば
月
の
か
つ
ら
に
あ
ら
し
も
や
ふ
く

千
枝
子

堂
勢
子

游光
安長濱

清
彪
寛二

丁

躬
　
絃

游
清

定定躬星光
濱

正

河
に
紅
葉
な
か
る
　
河
波
は
い
さ
と
い
は
ね
と
も
み
ち
葉
の
な
か
る
x
か
た
に
ゆ
く
心
か
な
游

　
　
　
　
　
も
み
ち
葉
を
と
な
せ
の
波
に
吹
た
め
て
あ
ら
し
に
お
く
る
河
お
ろ
し
か
な
　
　
躬

庭
　
　
霜

閑
庭
霜

冬
　
　
草

壷
草
纏
残

谷
寒
草

神
無
月
の
紅
葉
を

冬
暁
月

良
三絃清彪臣臣清絃

物
う
さ
に
は
ら
は
て
み
れ
は
生
な
く
落
葉
か
霜
そ
庭
つ
く
り
す
る

し
ら
菊
は
く
ち
し
ま
Σ
な
る
ま
せ
の
中
に
お
き
ま
と
は
さ
ぬ
霜
の
花
哉
　

濱
臣

た
ね
は
ま
た
こ
ほ
れ
し
ま
」
に
お
ひ
出
て
枯
生
の
小
草
し
た
緑
な
り
　
　
　
　
游
　
清

七
く
さ
の
重
く
さ
は
か
れ
し
霜
の
し
た
に
一
く
さ
残
る
撫
子
の
花

撫
子
の
残
る
す
か
た
も
あ
は
れ
也
は
x
そ
か
原
の
霜
か
れ
の
こ
ろ
　
　
　
　
　
堂
勢
子

北
ふ
た
く
谷
ふ
と
こ
ろ
の
枯
生
に
は
冬
よ
り
も
ゆ
る
春
の
わ
か
草
　
　
　
　
　
躬
絃

　
　
　
山
姫
の
秋
よ
り
か
け
て
神
無
月
そ
め
わ
た
し
た
る
は
し
の
も
み
ち
葉
　
　
千
枝
子

　
　
　
い
る
矢
よ
り
は
や
く
過
に
し
秋
の
い
ろ
を
真
ゆ
み
一
木
に
残
し
て
そ
み
る

よ
と
N
も
に
絶
ぬ
あ
ら
し
の
ほ
と
み
え
て
木
間
あ
ら
は
に
在
明
の
月
　
　
　
　
躬
　
絃
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雲
間
寒
月
　
こ
か
ら
し
の
寒
く
吹
夜
は
月
さ
へ
も
を
り
く
雲
の
こ
ろ
も
着
に
け
り

旅
宿
冬
月
　
お
も
ほ
え
す
す
か
の
荒
野
に
か
り
ね
し
て
ひ
と
り
霜
夜
の
月
を
み
る
か
な

冬
　
　
月
杉
の
屋
に
ふ
る
や
あ
ら
れ
の
雲
晴
て
玉
を
み
か
け
る
月
の
影
か
な

河
　
　
氷
　
山
河
に
氷
の
か
け
し
板
橋
を
こ
Σ
う
と
け
て
は
え
こ
そ
わ
た
ら
ね

氷
駐
舟
　
湊
江
は
氷
る
に
け
り
今
朝
み
れ
は
む
や
は
ぬ
舟
も
出
か
て
に
す
る

千
鳥
菅
こ
も
の
と
ふ
の
浦
わ
に
急
立
と
し
き
し
の
ひ
て
も
鳴
千
鳥
か
な

　
　
　
　
　
み
っ
し
ほ
の
高
師
の
濱
の
さ
よ
千
鳥
ひ
か
た
た
つ
ぬ
る
声
聞
ゆ
也

河
上
千
鳥
　
す
み
た
河
心
つ
ら
さ
ゆ
る
筑
波
嶺
の
ね
こ
し
の
風
に
に
千
鳥
鳴
な
り

深
夜
千
鳥
　
磯
千
鳥
さ
や
か
に
聞
ゆ
小
夜
覧
て
蛋
の
よ
ひ
声
し
つ
ま
り
し
ょ
り

水
　
　
鳥
　
わ
た
つ
み
の
岩
も
と
ゆ
す
る
夕
波
に
お
と
う
ち
そ
へ
て
た
つ
あ
き
さ
哉

草
庵
聞
霰
　
お
と
も
な
く
萱
か
軒
は
を
つ
た
ひ
来
て
板
戸
を
た
し
く
玉
あ
ら
れ
哉

山
里
の
霰
を
　
色
も
な
き
そ
と
も
の
み
す
し
吹
わ
く
る
風
の
霰
や
窓
た
」
く
ら
む

旅
宿
今
夜
　
草
枕
ふ
し
わ
ひ
に
け
り
有
馬
山
み
な
の
さ
x
は
ら
さ
や
く
霜
夜
を

初
　
　
雪
　
浅
沓
の
か
く
る
玉
は
か
り
ふ
る
ま
ち
て
初
雪
わ
く
る
雲
の
う
へ
人

　
　
　
　
　
今
朝
の
ま
の
霰
そ
雪
に
な
り
に
け
る
つ
ほ
め
る
花
の
咲
こ
」
ち
し
て

旅
中
初
雪
　
う
き
旅
と
思
ふ
心
も
き
ゆ
は
か
り
お
も
し
ろ
く
ふ
る
は
つ
み
ゆ
き
哉

　
　
　
　
　
う
ち
」
る
も
ま
た
袖
笠
の
は
つ
み
ゆ
き
ち
ふ
り
の
神
や
ぬ
さ
と
み
ん
か
も

山
居
初
雪
　
山
の
名
の
都
に
ち
か
き
さ
か
な
れ
や
は
つ
雪
ふ
れ
は
人
ま
た
れ
け
り

橋
上
初
雪
　
は
つ
花
の
心
地
の
み
す
る
し
ら
雪
を
枝
に
諭
せ
し
青
柳
の
は
し

雪
後
朝
鮮
つ
み
し
夜
の
ま
の
み
雪
と
け
に
け
り
朝
日
こ
ほ
る
」
軒
の
玉
水

舟
中
雪
よ
し
の
河
中
ゆ
く
舟
に
み
あ
く
れ
は
雪
お
も
し
ろ
き
妹
と
せ
の
山

　
　
　
　
　
藍
へ
ゆ
く
鷺
よ
み
の
毛
を
わ
れ
に
か
せ
舟
さ
し
か
て
ら
起
つ
Σ
雪
み
ん

名
所
雪
あ
す
も
ま
た
有
馬
管
笠
き
て
を
み
む
雪
お
も
し
ろ
き
み
な
の
さ
N
原

田
家
雪
　
ふ
る
雪
の
ひ
と
す
ち
高
く
つ
も
れ
る
は
行
か
ひ
な
れ
し
あ
せ
の
細
道

濱
　
　
雪
　
よ
る
波
の
し
ら
x
の
濱
は
か
き
く
ら
し
み
雪
ふ
る
日
の
名
に
こ
そ
偉
け
れ

海
辺
雪
　
す
み
の
え
の
松
の
う
れ
を
も
し
ら
波
の
あ
ら
ふ
と
み
し
は
雪
に
そ
有
け
る

野
　
　
雪
風
に
ち
る
尾
花
の
雪
と
み
し
ほ
と
に
真
し
ろ
に
な
り
ぬ
む
さ
し
の
N
原

岡
　
　
雪
　
よ
せ
か
へ
る
波
か
と
み
え
て
舟
岡
の
松
の
あ
ら
し
に
雪
そ
う
ち
瓦
る

小
野
山
の
雪
を
　
ま
れ
く
に
横
川
に
か
よ
ふ
人
影
も
雪
に
絶
た
る
小
野
の
山
道

閑
居
雪
　
身
を
か
く
す
宿
と
は
雪
の
し
ら
ね
は
や
ま
は
ゆ
き
ま
て
に
降
つ
も
る
ら
む

雪
中
客
来
　
た
れ
な
ら
む
雪
の
し
た
折
ふ
み
わ
け
て
簑
う
ち
払
ふ
声
聞
ゆ
な
り

　
　
　
　
　
月
雪
に
と
は
れ
し
ょ
り
も
ひ
と
す
ち
の
深
き
な
さ
け
そ
雪
に
み
え
け
る

　
　
　
　
　
と
は
る
れ
は
は
や
つ
も
り
ゆ
く
雪
の
中
に
心
と
け
て
も
か
た
る
け
ふ
か
な

游立定游千

清綱治禅

堂
勢
子

三
千立千游

廉
引

綱
囲清

千
枝
子

野
洲
良

濱
　
臣

堂
勢
子

景
　
寛

千
枝
子

堂
勢
子

濱
　
臣

游
　
清

光
　
彪

由
豆
流

芳立憲千百游
躬

香綱
清囲臣清

絃

千
枝
子

安
　
寛

雪
中
遊
興

鷹
　
　
狩

夕
鷹
狩

神
　
　
楽

車
　
　
名

さ
か
っ
き
を
と
れ
は
寒
さ
も
波
の
う
へ
に
心
と
け
あ
ふ
雪
の
と
も
直

面
た
て
し
狩
場
の
き
エ
す
ほ
ろ
く
と
羽
か
ひ
の
雪
そ
ち
り
み
た
れ
け
る

ひ
と
し
き
り
霰
を
お
ろ
す
夕
風
に
す
ゑ
た
る
鷹
の
ま
た
き
ほ
ふ
な
り

神
も
さ
そ
こ
Σ
ろ
引
ら
む
は
ふ
り
こ
か
と
る
や
真
弓
の
も
と
す
ゑ
の
声

を
り
か
へ
し
遊
ふ
今
宵
の
手
紡
に
は
神
の
こ
x
ろ
を
ま
っ
と
り
て
ま
し

中
臣
や
中
と
り
も
ち
て
舞
ぬ
ら
ん
天
つ
か
な
き
の
も
と
す
ゑ
の
声

宮
人
か
神
の
遊
ひ
に
と
る
鉾
の
み
る
と
も
あ
か
し
長
き
夜
す
か
．
ら

っ
み
と
か
も
消
る
わ
さ
と
て
さ
し
油
さ
し
も
雲
ゐ
を
か
Σ
や
か
す
ら
む

佛
名
お
こ
な
ふ
家
　
か
へ
梨
の
酒
は
あ
ら
ね
と
法
の
師
に
ご
レ
ろ
は
か
り
の
綿
は
か
っ
け
ん

人
の
も
と
へ
炭
や
る
と
て

冬
　
　
夢

早
　
　
梅

歳
　
　
暮

河
歳
暮

舟
中
送
年

閑
居
歳
暮

歳
暮
松

埋
火
の
も
と
の
こ
N
ろ
を
わ
す
れ
す
て
思
ひ
お
こ
せ
よ
山
す
み
の
身
を

雪
深
き
こ
し
路
に
か
よ
ふ
夜
は
の
夢
か
へ
る
の
山
や
ね
さ
め
な
る
ら
む

春
ま
た
て
紐
と
く
梅
の
い
ち
は
や
き
み
や
ひ
に
ま
け
ぬ
鶯
も
か
な

ご
x
う
と
く
咲
も
匂
ふ
賦
う
め
の
花
年
も
み
雪
も
深
き
垣
ほ
に

↓
年
を
何
に
く
れ
ぬ
と
か
そ
ふ
れ
は
筆
と
る
わ
さ
の
外
な
か
り
け
り

い
た
つ
ら
に
こ
と
し
も
暮
れ
ぬ
き
の
ふ
く
け
ふ
く
を
の
み
言
く
さ
に
し
て

を
と
つ
ひ
よ
き
の
ふ
よ
け
ふ
よ
あ
す
よ
と
て
歳
の
終
り
に
は
や
成
に
け
り

門
こ
と
に
歳
の
内
よ
り
し
め
引
て
ま
つ
に
そ
春
の
い
ろ
は
み
え
け
る

筏
士
も
春
を
は
こ
x
に
松
杉
や
年
の
く
れ
と
て
つ
な
く
河
く
ま

と
し
波
の
ゆ
く
に
ま
か
す
る
蛋
小
舟
つ
な
手
に
春
は
く
る
に
や
あ
る
ら
む

世
の
人
を
お
く
り
む
か
へ
ぬ
す
み
か
に
も
年
は
か
へ
り
て
春
は
来
ぬ
め
り

と
し
ふ
か
き
み
雪
の
し
た
に
う
つ
も
れ
て
子
日
を
ま
つ
も
あ
は
れ
也
け
り

歳
月
を
お
く
り
む
か
ふ
と
い
そ
か
ね
は
松
も
我
身
の
た
く
ひ
な
り
け
り

五
十
四
な
り
け
る
と
し
の
暮
に

　
　
　
　
　
吾
よ
は
ひ
都
へ
か
よ
ふ
駅
路
の
か
す
よ
り
も
猶
す
き
と
す
き
ぬ
る

追
灘
つ
か
さ
人
な
や
ら
ふ
声
も
さ
夜
更
て
は
や
御
湯
殿
に
御
湯
す
」
む
也

年
の
つ
ご
も
り
け
ふ
こ
と
に
人
を
ふ
る
し
て
行
と
し
を
う
と
み
も
は
て
す
何
を
し
む
ら
む

　
　
　
　
　
大
路
ゆ
く
人
の
お
と
な
ひ
し
け
か
る
は
春
待
け
ふ
の
こ
玉
ろ
い
そ
き
歎

五
百
重
波
四
巻
終

濱
　
臣

光
　
彪

游
　
清

堂
勢
子

光彦定光
濱

彪丸
治

彪
臣

堂
勢
子

野
洲
良

光正濱游

彪穀
臣清

立
　
綱

与
　
清

堂
勢
子

濱
　
臣

光
　
彪

立
　
綱

躬
　
絃

正
　
臣

千
枝
子
躬
絃

五
百
重
波
五
巻
　
　
恋
部

恋
の
こ
」
ろ
を

　
　
　
　
　
人
に
と
て
つ
け
し
思
ひ
の
あ
や
し
き
は
か
へ
り
て
身
を
も
こ
か
す
な
り
け
り
　
光
　
彪

9

『
五
百
重
波
』
と
そ
の
歌
人



白
　
方
　
　
勝

越
　
智
　
文
　
明

　
　
　
　
　
み
つ
栗
の
中
の
へ
た
て
も
あ
ひ
お
も
ふ
ご
瓦
う
と
ほ
ら
は
わ
れ
て
逢
ま
し
　
寛
光

愚
人
妻
恋
　
思
ひ
を
は
人
の
つ
ま
木
に
か
け
初
て
も
ゆ
る
は
お
の
か
こ
L
う
な
り
け
り
　
　
千
　
幹

不
返
事
恋
　
か
き
や
れ
と
か
き
や
る
か
ひ
も
な
か
り
け
り
筆
の
思
は
ん
こ
と
も
わ
す
れ
て
　
光
　
彪

不
幸
恋
壁
に
お
ふ
る
逢
こ
と
な
し
の
草
を
し
も
我
身
に
つ
み
て
嘆
く
こ
ろ
哉
　
　
　
堂
勢
子

若
な
つ
む
女
に
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
我
思
ひ
野
へ
の
若
な
と
も
ゆ
れ
と
も
め
に
み
え
ね
は
や
つ
ま
む
と
も
せ
ぬ
　
　
立
　
綱

暮
秋
恋
い
の
れ
と
も
か
ひ
な
き
恋
の
あ
や
に
く
に
神
無
月
さ
へ
ち
か
つ
ぎ
に
け
り
．
　
八
穂

逢
　
　
恋
　
親
さ
く
る
妻
と
ひ
よ
り
て
さ
し
か
は
す
妹
か
か
ひ
な
や
や
は
ら
手
枕
　
　
　
　
　
野
洲
良

及
繰
下
逢
恋
　
つ
れ
な
さ
に
た
へ
に
し
か
ひ
も
説
明
の
月
影
な
か
ら
袖
か
は
し
つ
」
　
　
　
定
　
良

女
の
も
と
に
て
枕
に
か
き
つ
く

　
　
　
　
　
し
る
と
い
へ
は
さ
し
も
し
る
ら
し
し
れ
り
と
も
し
り
き
と
な
せ
に
つ
け
の
木
枕
光
彪

し
の
ひ
て
た
N
く
　
世
に
も
れ
ん
名
を
つ
瓦
ま
し
み
あ
ら
は
に
は
驚
か
さ
て
そ
驚
か
し
ぬ
る

恋
の
歌
五
首
の
中
に
手
枕
に
君
か
つ
け
て
し
た
わ
な
れ
は
た
け
し
と
そ
お
も
ふ
朝
ね
髪
を
も
与
　
清

男
　
　
恋

愚
　
　
恋

待
空
恋

待
　
　
恋

契
不
来
恋

不
出
人
目
恋

互
に
常
に
聞
恋

疑
　
　
恋

よ
へ
と
か
へ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
か
へ
ら
す
は
い
ら
へ
た
に
せ
よ
い
な
舟
も
の
ほ
れ
は
く
た
る
な
ら
ひ
あ
る
世
に

心
か
は
り
け
る
人
に

女
の
深
き
山
に
入
ん
よ
し
い
ひ
た
る
に

　
　
　
　
　
思
ひ
い
る
山
は
さ
も
こ
そ
深
か
ら
め
あ
さ
き
は
人
の
こ
＼
う
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
ノ

門
さ
し
て
い
れ
さ
る
恋

　
　
　
　
　
老
ら
く
に
我
を
も
人
や
た
x
へ
け
む
な
し
と
こ
た
へ
て
門
さ
せ
り
け
り

恋
の
心
を

精
進
間
恋

ぬ
れ
き
ぬ

和
詞
恋

寄
郭
公
恋

き
ぬ
く
の
別
の
床
に
し
た
紐
を
ゆ
ふ
つ
け
鳥
よ
こ
x
う
し
て
な
け

行
ず
ゑ
を
た
の
む
も
あ
や
な
梅
と
い
ひ
桜
と
う
つ
る
人
の
こ
x
ろ
を

月
待
と
人
に
は
い
ひ
し
ぬ
れ
衣
を
わ
れ
こ
そ
着
つ
れ
露
の
明
ほ
の

し
ら
真
弓
削
る
ま
鉋
の
か
な
ら
す
と
た
の
め
し
人
の
今
宵
こ
し
と
や

更
行
は
む
ね
の
姻
と
な
り
に
け
り
契
り
む
な
し
き
宵
の
空
だ
き

　
蛋
の
か
る
み
る
め
も
今
は
お
も
は
れ
す
ご
」
ろ
を
う
け
の
し
つ
め
難
さ
に

　
　
思
ふ
こ
と
時
そ
と
も
（
な
く
）
ま
さ
く
れ
は
そ
な
た
に
あ
は
す
笛
竹
の
声

い
う
み
え
ぬ
人
の
こ
」
う
の
花
う
る
し
ぬ
る
か
た
よ
そ
に
あ
り
ゃ
し
ぬ
ら
む

濱
　
臣

田
鶴
子

寛
　
光

游
　
清

千
枝
子

立
　
綱

光
　
彪

濱
　
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
時

綱
手
ひ
く
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
人
こ
鼠
ろ
よ
そ
に
な
る
を
の
浦
の
彊
舟
務
　
廉

と
も
す
れ
は
と
り
は
な
た
れ
て
袖
ぬ
ら
す
我
う
き
中
も
さ
の
x
舟
は
し

秋
深
き
い
も
ひ
の
庭
の
し
た
紅
葉
風
吹
こ
と
に
落
ぬ
へ
き
か
な

い
つ
は
り
に
す
く
て
ふ
糸
の
あ
れ
は
こ
そ
世
の
ぬ
れ
き
ぬ
は
ぬ
ひ
そ
め
に
け
め

つ
ら
か
り
し
き
の
ふ
に
か
は
る
言
の
葉
に
か
け
と
め
ら
る
鼠
走
と
を
し
れ

ほ
と
鼠
き
す
聞
と
心
も
ゆ
か
さ
り
き
汝
を
待
た
め
の
は
し
る
な
ら
ね
は

長
　
亨

寛
　
光

千
枝
子

寛
　
光

光
　
彪

寄
橋
恋
　
年
月
に
恋
わ
た
れ
と
も
人
は
猶
在
し
つ
ら
さ
の
ま
」
の
継
は
し

三
石
恋
中
々
に
思
ひ
こ
も
れ
る
石
な
ら
は
打
い
て
玉
た
に
人
に
し
ら
れ
む

　
　
　
　
　
引
は
よ
る
千
引
の
石
も
あ
る
も
の
を
ゆ
る
か
ぬ
人
の
こ
Σ
う
な
に
な
り

寄
獣
恋
　
牛
の
子
に
は
し
め
て
は
く
る
縛
縄
の
く
る
し
き
も
の
と
恋
は
し
り
け
り

　
　
　
　
　
恋
草
の
重
荷
お
ひ
た
る
牛
の
子
の
や
せ
ゆ
く
と
た
に
い
か
て
し
ら
せ
む

寄
虫
恋
　
一
筋
に
思
ひ
か
く
れ
と
さ
二
か
に
の
い
と
は
る
Σ
身
は
か
ひ
な
か
り
け
り

寄
機
恋
を
と
め
子
か
お
る
は
た
物
の
ふ
み
木
に
も
な
り
に
て
し
か
な
恋
に
死
な
す
は

馴
衣
恋
う
れ
し
さ
を
つ
x
む
夜
も
な
し
唐
衣
挟
ゆ
た
か
に
た
つ
名
の
み
し
て

寄
糸
恋
　
い
っ
か
か
く
い
う
に
我
身
を
そ
め
糸
の
む
ら
こ
に
な
れ
る
こ
Σ
う
な
る
ら
む

　
　
　
　
　
年
を
へ
て
恋
る
も
く
る
し
人
こ
エ
う
し
ら
き
の
く
み
の
い
と
は
る
」
身
に

寄
琴
恋
　
ま
さ
く
れ
は
下
樋
に
か
よ
ふ
松
風
に
つ
れ
な
き
人
の
な
ら
は
ま
し
か
は

寄
燈
恋
　
影
と
の
み
身
は
や
せ
に
け
り
と
も
し
火
の
花
こ
N
う
な
る
人
を
こ
ふ
と
て

弓
矢
詩
思
ひ
い
る
こ
≦
ろ
を
人
に
し
ら
せ
て
む
や
つ
め
か
ふ
ら
の
な
り
も
な
ら
す
も

寄
物
語
名
恋
　
う
き
中
は
遠
き
さ
か
ひ
も
へ
た
て
ぬ
を
い
っ
か
は
夢
に
み
つ
の
鹿
松

思
三
人
恋
　
花
を
と
ひ
月
を
た
つ
ぬ
る
外
に
ま
た
ゆ
き
み
ま
ほ
し
き
か
た
も
有
け
り

　
　
　
　
　
み
な
か
ら
に
あ
は
れ
と
そ
思
ふ
あ
し
鼎
あ
し
と
い
ふ
へ
ぎ
か
た
の
な
け
れ
は

等
思
両
人
　
う
と
む
へ
き
か
た
こ
そ
な
け
れ
月
も
よ
し
花
も
あ
は
れ
と
お
も
ふ
身
な
れ
は

等
思
七
人
恋
　
高
さ
し
に
七
ゆ
く
を
と
め
七
な
か
ら
わ
れ
は
や
ま
か
む
そ
の
七
を
と
め

恋
東
西
人
　
お
そ
く
と
く
も
え
出
る
岸
の
青
柳
に
た
く
へ
る
妹
を
遡
る
こ
ろ
か
な

三
夜
へ
た
て
た
る
　
待
あ
か
し
起
明
し
て
は
て
は
ま
た
う
き
め
み
よ
と
の
こ
卜
う
な
る
ら
し

二
度
た
ゆ
る
恋
　
中
絶
し
人
を
ふ
た
み
の
う
ら
っ
た
ひ
ひ
ろ
ひ
し
か
ひ
も
ま
た
あ
ら
ぬ
哉

　
　
　
　
　
　
　
い
て
さ
ら
は
さ
き
の
な
ら
ひ
に
此
度
も
思
ひ
や
か
へ
す
待
こ
Σ
う
み
む

五
百
重
波
五
巻
終

五
百
重
波
六
巻
　
　
雑
部

夜
　
　
雨
意
の
松
ま
か
き
の
竹
に
ふ
る
雨
の
お
と
を
聞
わ
く
夜
は
の
し
つ
け
さ

関
路
雨
　
ゆ
き
」
を
も
と
エ
め
ぬ
不
破
の
関
の
戸
を
も
る
は
板
や
の
雨
に
や
あ
る
ら
む

田
家
水
　
う
け
訂
し
て
引
や
門
田
の
い
さ
ら
水
か
く
て
も
た
り
ぬ
賎
か
す
ま
ひ
は

早
世
に
つ
る
玉
人
の
こ
」
ろ
の
濁
り
水
ひ
と
り
清
と
も
誰
か
く
み
」
む

閑
中
水
声
　
と
ふ
人
に
し
は
し
ま
き
れ
し
ゃ
り
水
は
か
へ
し
て
の
ち
そ
音
を
ま
し
け
る

墨
田
川
に
て
　
す
み
た
河
夕
風
た
え
て
都
鳥
あ
さ
る
瀬
に
の
み
波
は
み
え
け
り

名
所
里
年
を
へ
て
瓜
生
の
里
に
す
み
ぬ
れ
と
わ
か
思
ふ
こ
と
な
ら
す
も
有
哉

暁
　
　
山
　
ま
ふ
し
さ
す
嶺
の
さ
つ
を
か
と
も
し
ひ
に
光
を
か
は
す
あ
か
ほ
し
の
影

千
　
引

千
枝
子

千
　
囲

千
　
幹

定
　
下

鞘
絃

堂
勢
子

濱
　
臣

定
　
時

堂
勢
子
躬
絃

濱
　
臣

光
　
彪

彦底光定游定務濱判
定

安

丸幹彪
良清良

廉臣幹治
寛

1
0



山
　
　
家

山
家
燈

山
家
雲

山
雲
到
臥
躰

山
中
瀧

山
路
眺
望

甲
山
路

山
路
旅
行

旅
泊
夢

都
人
わ
か
を
る
山
の
お
く
ま
て
は
こ
N
ろ
を
た
に
も
お
も
ひ
お
こ
さ
し

と
も
す
れ
ば
な
れ
来
る
猿
の
た
は
わ
さ
に
う
ち
け
た
れ
ぬ
る
窓
の
と
も
し
ひ

よ
そ
め
に
は
雲
に
す
む
と
や
思
ふ
ら
む
雲
こ
そ
お
の
か
山
に
．
す
み
ぬ
れ

　
岩
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
に
我
を
れ
は
た
Σ
よ
ふ
雲
も
ま
く
ら
が
み
な
り

う
き
世
に
は
ま
た
も
引
れ
ぬ
籍
す
み
の
こ
」
ろ
を
つ
な
く
瀧
の
し
ら
糸

．
の
ほ
り
た
ち
か
へ
り
み
す
れ
は
香
具
山
の
雫
な
り
け
り
埴
安
の
池

明
ぬ
る
京
紅
の
く
ま
わ
に
松
の
火
の
と
も
し
す
て
た
る
跡
の
み
ゆ
る
は

い
く
手
向
こ
え
て
木
曽
路
の
旅
ね
に
は
ぬ
さ
袋
さ
へ
む
な
し
か
り
け
り

み
る
ゆ
め
も
お
の
か
さ
ま
く
か
は
る
と
も
千
舟
百
舟
は
つ
る
湊
は

定
　
治

游
　
清

美
　
雅

立
　
綱

光
　
彪

濱
　
臣

由
豆
流

長
　
亨

大
村
関
斎
か
熱
海
の
湯
あ
み
に
行
時

　
　
　
　
　
磯
間
よ
り
わ
き
て
い
つ
な
る
は
し
り
ゆ
、
の
や
ま
ひ
を
さ
め
に
君
は
ゆ
く
と
歎
　
　
游
　
清

　
　
　
　
　
此
た
ひ
は
君
も
ろ
と
も
に
立
は
し
り
ゆ
か
ま
く
ほ
し
き
草
ま
く
ら
な
り

山
家
獣
　
都
人
い
か
に
と
と
は
玉
む
さ
し
ひ
の
声
を
軒
は
に
聞
と
こ
た
へ
ん
　
　
　
　
　
定
　
治

田
家
鳥
　
お
の
か
名
を
人
に
し
ら
せ
て
田
の
く
ろ
を
た
っ
く
し
く
も
あ
ゆ
む
鳥
哉
　
　
游
　
清

井
　
　
　
　
つ
る
へ
緒
の
た
え
て
年
廻
し
ま
x
の
み
に
猶
い
に
し
へ
の
く
ま
れ
ぬ
る
か
な
　
　
濱
　
卸

町
島
子
ふ
る
郷
は
家
路
も
し
ら
す
な
り
に
け
り
と
こ
よ
の
島
に
七
日
へ
し
ま
に

源
氏
立
兄
宴
に
弘
玉
殿
女
御
を

　
　
　
　
　
ね
た
ま
し
と
思
ひ
の
ま
玉
に
し
つ
め
て
も
猶
う
ら
め
し
き
須
磨
の
う
ら
波
　
　
彦
　
丸

お
な
し
く
小
君
を
　
は
か
な
し
よ
た
と
れ
は
か
く
れ
た
ゆ
た
へ
は
い
か
て
と
人
に
せ
め
ら
る
Σ
身
は

忠
度
を
　
露
を
吹
岡
へ
の
風
の
は
け
し
さ
に
つ
ひ
に
か
ひ
な
き
身
と
そ
成
ぬ
る
　
　
　
　
立
　
綱

那
須
与
市
を
　
こ
」
を
瀬
と
思
ひ
い
ら
す
は
や
し
ま
か
た
波
に
こ
え
た
る
名
を
や
た
つ
へ
き

能
因
法
師
を
　
今
も
猶
霞
と
Σ
も
に
立
し
名
を
世
に
と
x
め
た
る
し
ら
河
の
関
　
　
　
　
　
游

琵
琶
法
師
を
　
よ
つ
の
緒
に
ご
x
ろ
や
深
く
こ
め
つ
ら
む
め
に
み
る
こ
と
に
引
さ
れ
す
し
て
真

千
秋
万
歳
を
　
水
駅
と
ほ
き
流
れ
を
つ
た
へ
来
て
今
も
三
河
の
里
に
こ
そ
す
め
　
　
　
　
　
寛

大
原
女
を
　
世
中
を
わ
た
る
つ
ま
木
の
い
と
な
み
に
今
は
我
身
も
や
せ
と
ほ
り
け
り

背
面
美
人
　
い
か
な
れ
は
う
七
ろ
手
は
か
り
み
し
人
を
ひ
た
お
も
む
き
に
慕
ふ
な
る
ら
む
　
　
濱

商
　
　
客
　
そ
の
葉
さ
へ
枯
せ
．
ぬ
市
の
立
花
に
み
の
な
り
は
ひ
や
た
く
へ
み
る
ら
む
　
　
　
光

海
　
　
賊
舟
人
の
よ
せ
く
と
つ
く
る
し
ら
波
の
ひ
重
き
の
灘
は
い
か
k
わ
た
ら
む
　
　
　
彦

大
津
画
に
鬼
の
念
仏
し
た
る
か
た

　
　
　
　
　
す
か
た
こ
そ
か
く
は
あ
り
け
れ
み
た
た
の
む
ご
鼠
ろ
を
鬼
と
た
れ
か
い
ふ
へ
き
正

狸
々
と
い
ふ
も
の
」
酒
の
み
た
は
る
」
か
た

　
　
　
　
　
た
Σ
ひ
と
り
さ
め
て
か
ひ
な
き
世
な
り
と
て
も
ろ
心
に
や
酔
こ
た
れ
け
む
　
　
　
游

翁
は
薪
お
ひ
娼
は
あ
ら
は
ひ
す
る
山
河
に
桃
の
実
の
な
か
れ
く
た
る
か
た

清澄
光

臣
彪丸

臣清

　
　
　
、
山
河
の
流
れ
わ
た
り
に
世
を
や
経
し
も
瓦
と
せ
ち
か
き
お
き
な
お
む
な
は

い
せ
物
語
の
こ
」
ろ
を

　
　
　
　
　
水
の
う
へ
に
数
か
く
ふ
み
の
あ
た
く
ら
へ
は
か
な
き
こ
と
も
い
ひ
か
は
し
け
り
野
洲
中

興
と
も
山
寺
に
ま
う
て
し
た
る

　
　
　
　
　
は
つ
瀬
山
今
朝
こ
え
行
て
か
へ
る
さ
は
宇
治
の
里
に
や
や
と
り
と
る
ら
む
　
　
幹
　
之

市
に
物
か
ふ
車
あ
り
う
す
れ
ゆ
く
市
路
に
た
て
る
小
車
は
何
に
ご
k
ろ
の
の
れ
る
な
る
ら
む
寛
光

定
盤弓

蹴
讐

い
碁

か

鞠六
り

聞
村
三

三
　
　
鵠

う
ち
む
か
ふ
鏡
の
影
は
老
に
け
り
在
し
な
か
ら
の
こ
エ
う
な
れ
と
も

い
か
な
れ
は
み
し
か
き
筆
の
命
も
て
千
代
に
く
ち
せ
ぬ
名
を
と
Σ
む
ら
ん

こ
Σ
う
な
き
筆
に
ご
㌧
ろ
を
は
こ
は
せ
て
思
ふ
事
を
は
か
き
か
は
し
つ
》

朝
な
ゆ
ふ
な
手
な
ら
す
筆
の
か
く
て
さ
へ
心
の
ま
N
に
は
し
ら
さ
り
け
り

み
あ
れ
の
玉
露
う
ち
は
ら
ひ
梓
弓
い
て
の
と
ね
り
は
今
朝
そ
出
た
つ

紫
の
雲
み
の
庭
の
ま
り
遊
ひ
あ
か
れ
る
御
代
の
す
さ
ひ
と
そ
み
る

つ
れ
く
と
あ
か
ぬ
す
さ
ひ
に
す
ご
ろ
く
の
市
場
の
馬
に
の
る
心
か
な

舟
人
の
命
を
か
く
る
い
か
り
つ
な
い
か
に
心
の
波
も
さ
わ
か
む

さ
x
れ
石
の
岩
ほ
と
な
ら
ん
そ
の
こ
を
は
斧
の
緩
く
た
す
人
そ
み
る
へ
き

露
払
ふ
野
末
の
里
の
や
す
ら
ひ
に
近
よ
る
笛
や
こ
ち
く
な
る
ら
む

竹
林
に
鳩
鳴

．
虎
十
二
支
を
よ
め
る
中
に
子
丑
寅
酉

　
　
　
　
　
き
の
ふ
け
ふ
巣
だ
つ
鼠
の
鳴
こ
ゑ
は
ち
N
や
恋
し
き
母
や
ゆ
か
し
き

　
　
　
　
　
大
君
の
御
車
か
け
て
ゆ
く
時
は
牛
も
く
ら
み
の
あ
り
け
な
る
か
な

　
　
　
　
　
虎
よ
り
も
こ
の
日
本
や
お
そ
ろ
し
き
皮
も
て
わ
た
る
も
ろ
こ
し
の
舩

　
　
　
　
　
う
ち
ま
き
の
よ
ね
ひ
ろ
ふ
と
て
庭
つ
鳥
か
た
み
に
ご
x
と
呼
声
の
よ
さ

蟹
　
　
　
　
さ
か
し
ら
に
横
は
し
り
ゆ
く
河
蟹
の
お
の
れ
あ
し
と
も
し
ら
す
や
有
ら
む

猫
　
　
　
　
の
ら
猫
も
な
つ
き
ね
ふ
り
ぬ
か
ま
と
も
る
み
つ
わ
の
お
ん
な
膝
を
ま
か
せ
て

虫
の
寄
あ
ま
た
よ
み
け
る
中
に
蜂
蟻
蜘
蛛
蓑
虫

　
　
　
　
　
我
に
似
よ
と
を
し
ふ
る
親
の
言
の
葉
に
す
か
る
こ
Σ
ろ
の
た
の
も
し
き
か
な

　
　
　
　
　
ち
ひ
ろ
あ
る
堤
を
く
や
す
折
も
あ
り
あ
な
か
し
こ
し
と
い
は
さ
ら
め
や
は

　
　
　
　
　
あ
ら
は
な
る
軒
よ
り
軒
へ
く
も
の
い
を
か
く
れ
と
こ
ろ
と
お
も
ふ
な
る
へ
し

　
　
　
　
　
み
の
む
し
よ
そ
の
蓑
ぬ
き
て
我
に
か
せ
世
の
う
き
時
に
着
つ
玉
か
く
れ
ん

お
も
へ
人
に
は
く
な
ふ
り
の
お
こ
な
ひ
を
た
瓦
あ
さ
ら
け
に
み
や
は
と
か
め
む

お
り
た
ち
て
と
っ
き
を
し
へ
し
神
代
よ
り
神
の
心
や
と
り
は
し
め
け
ん

数
な
ら
ぬ
深
山
か
ら
す
の
や
と
り
た
に
高
き
梢
を
あ
ら
そ
へ
る
世
欺

　
あ
し
引
の
山
鳩
来
鳴
竹
ば
や
し
千
代
の
さ
か
ゆ
く
杖
に
き
り
て
ん

さ
て
も
猶
あ
ら
ひ
ゆ
く
や
と
と
ら
へ
え
て
桜
さ
く
野
に
飼
み
て
し
か
な

正
　
臣

堂
世
子

立
　
綱

游
　
清

躬
　
絃

濱
　
臣

光千
定

光定長光

芋
幹時

彪
良門

門

游
　
清

光
　
彪

与
　
清

游
清

1
1

『
五
百
重
波
』
と
そ
の
歌
人
．



白
方
　
勝
・
越
智
文
明

心夢
午
　
　
睡

述
　
　
懐

寄
硯
述
懐

壮
年
述
懐

ひ
と
り
言

思
ひ
を
の
ふ

む
く
ら

ち
　
　
　
り

古
戦
場

秋
日
過
古
戦
場

親
轡
…
上
人
の
旧
　
な
る
三
度
栗
を

　
　
　
　
　
ひ
と
瓦
せ
に
み
た
ひ
花
咲
わ
か
栗
は
御
法
の
た
ね
を
結
ふ
な
り
け
り

お
な
し
く
さ
か
さ
竹
を

　
　
　
　
　
も
と
つ
葉
も
末
の
根
さ
し
も
竹
む
ら
の
よ
を
へ
て
つ
き
ぬ
法
の
道
哉

游
清
ぬ
し
の
も
と
よ
り
し
た
エ
み
を
お
こ
せ
給
へ
る
時

と
も
す
れ
は
ち
x
に
み
た
る
玉
心
か
な
ふ
た
つ
あ
り
と
は
思
は
ぬ
も
の
を

何
か
そ
の
六
に
わ
か
る
瓦
夢
も
あ
ら
む
ご
玉
ろ
ひ
と
つ
に
お
も
ひ
さ
ま
さ
は

思
ひ
ね
の
枕
さ
た
め
す
幾
度
か
む
す
ひ
か
ふ
れ
と
お
な
し
夢
に
て

草
の
葉
の
露
の
ひ
る
ま
を
手
枕
に
結
ひ
か
へ
た
る
う
た
x
ね
の
夢

浮
草
の
し
た
ゆ
く
い
を
の
は
え
な
く
て
世
に
ひ
れ
ふ
る
も
数
な
ら
ぬ
か
な

水
茎
の
か
き
わ
け
つ
瓦
も
か
つ
き
せ
む
ふ
み
巻
川
は
底
深
く
と
も

筆
と
れ
と
を
し
へ
し
親
の
言
の
葉
を
な
と
て
硯
の
う
み
わ
た
り
け
む

年
た
け
ぬ
ほ
と
に
と
物
を
お
も
ひ
た
つ
こ
瓦
ろ
の
す
ゑ
を
と
ほ
し
て
し
か
な

ふ
し
の
嶺
を
は
た
ち
か
さ
ね
ん
山
も
か
な
心
高
さ
の
な
す
ら
ひ
に
せ
む

　
紫
も
朱
も
な
に
せ
む
墨
染
の
あ
さ
の
こ
ろ
も
の
か
ろ
き
身
そ
よ
き

世
に
は
ま
た
出
し
と
お
も
ふ
我
門
を
う
れ
し
く
と
ち
し
や
へ
む
く
ら
か
な

山
と
な
る
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
数
な
ら
ぬ
言
葉
の
ち
り
は
つ
も
り
あ
け
て
も

も
の
エ
ふ
の
た
け
き
心
も
つ
ぎ
弓
の
を
れ
し
や
い
か
に
く
る
し
か
り
け
む

　
　
鳴
彊
の
お
と
は
む
か
し
と
聞
野
へ
に
面
影
み
す
る
旗
す
玉
き
か
な

寛濱真
寛
定

与濱游光立千正

光臣・
澄光

良
清臣

清
彪
綱引臣

由
豆
流

游
　
清

濱
　
臣

千
枝
子

　
　
　
　
　
う
れ
し
と
も
い
は
て
や
み
な
ん
か
つ
き
す
る
あ
ま
の
身
な
れ
は
し
た
」
み
に
け
り

盃
に
橋
と
か
き
つ
は
た
を
蒔
絵
に
し
た
る
に
寄
か
き
て
と
人
の
い
ひ
け
れ
は

　
　
　
　
　
立
花
を
さ
か
な
に
と
り
て
か
き
つ
は
た
へ
た
て
す
の
ま
む
さ
か
つ
き
そ
こ
れ
　
游
　
清

盃
　
　
　
　
さ
か
つ
き
は
愁
を
は
ら
ふ
玉
は
瓦
き
手
に
と
る
こ
と
に
よ
は
ひ
の
ふ
ら
し
　
　
千
枝
子

酒
を
た
へ
て
た
へ
酔
て
美
酒
に
我
酔
に
け
り
か
し
ら
酔
ひ
手
ゑ
ひ
足
ゑ
ひ
吾
ゑ
ひ
に
け
り
濱
臣

一
日
も
此
君
な
か
る
へ
か
ら
す

　
　
　
　
　
ほ
と
玉
き
す
月
雪
花
の
を
り
く
も
な
さ
け
ひ
と
つ
は
は
な
れ
さ
り
け
り
　
　
游
　
清

物
名
ま
つ
ひ
は
　
藍
の
葉
に
ま
つ
あ
ら
は
れ
て
飛
ほ
た
る
思
ひ
は
深
き
江
に
や
も
ゆ
ら
む
千
枝
子

　
　
ほ
た
る
　
を
り
か
け
の
竹
の
ま
か
ぎ
に
柴
の
い
ほ
た
る
事
を
し
る
人
そ
す
む
ら
し
　
　
堂
勢
子

　
　
な
し
な
つ
め
く
る
み

　
　
　
　
　
杖
な
し
と
人
は
な
つ
め
と
猶
そ
ゆ
く
花
に
ご
」
ろ
を
つ
く
る
身
な
れ
は
　
　
　
光
　
彪

鳥
名
十
月
を
し
も
待
と
り
に
け
り
た
か
せ
川
と
は
か
り
岸
に
う
つ
く
ま
り
ゐ
て

十
名
十
水
か
玉
み
み
れ
は
は
か
な
し
た
れ
ゆ
ゑ
に
す
」
ろ
お
も
ひ
を
つ
く
す
わ
れ
そ
は
濱
臣

草
名
十
一
き
く
や
い
か
に
人
は
来
ま
さ
て
わ
ひ
し
く
も
う
た
て
な
き
名
の
そ
ら
に
た
ち
し
を
千
　
幹

社
頭
松
神
さ
ひ
し
い
か
き
の
松
に
手
な
ふ
れ
そ
た
N
り
あ
り
と
て
し
め
そ
へ
に
け
り

瑚
下
有
松
　
う
つ
し
う
ゑ
し
松
の
し
た
露
か
つ
こ
り
て
庭
に
玉
し
く
栄
え
を
も
み
む

人
の
賀
に
太
刀
を

　
　
　
　
　
つ
る
き
太
刀
腰
に
と
り
は
く
ま
す
ら
を
か
へ
な
ん
千
歳
そ
さ
や
に
み
え
け
る

人
を
い
は
ひ
て
　
い
つ
は
り
に
千
代
万
代
と
な
に
か
い
は
む
た
玉
百
歳
の
よ
は
ひ
へ
よ
君

寄
神
祝
　
か
く
は
か
り
を
さ
ま
る
御
代
も
人
こ
エ
ろ
直
ひ
の
神
の
め
く
み
と
そ
し
る

游
　
清

千
　
囲

田
鶴
子

游
　
清

定
　
良

　
　
此
ふ
み
書
を
へ
つ
る
を
り
、
歌
数
は
い
く
ら
計
か
あ
ら
む
と
て
、
お
よ
ひ
を
を
り
て
み
れ
は
五
百
に

　
　
今
す
こ
し
あ
ま
り
た
れ
は
、
と
り
あ
へ
す
五
百
重
波
と
は
名
付
た
る
に
な
む

五
百
重
波
六
巻
終

濱
臣
光
彪
定
時
千
幹
田
都
子

真
澄
正
殻
千
引
定
良
定
治
與
清
由
豆
流

千
囲
長
亨
景
寛承

野
洲
良

游
清

作
者
三
十
五
人
姓
名

清
水
玄
長

秋
山
庄
兵
衛

森
戸
彦
七

正
木
正
輔

廣
岡
登
妻

岡
田
徳
一
郎

猪
飼
貌
眈
太
郎

大
石
源
太
兵
衛

木
村
俊
蔵

森
定
治

高
田
六
郎
左
衛
門

岸
本
大
隈

一
柳
千
囲

東
海
林
又
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娘
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